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本
篇
に
は
、
1
1
「
送
遠
州
」
・
1
2

の
訳
注
を
掲
載
す
る
。

1
1
送
遠
曲

辞 ＿
に一題
属送解
す遠一
る曲
OL

謝は

「
築
城
詞
」
(
と
も
に
中
華
書
局
『
張
籍
詩
集
』
巻
一
)

遠
く
旅
立
つ
人
を
送
る
曲
、
の
意
。
『
楽
府
詩
集
』

「
斉
随
王
鼓
吹
曲
」
の
解
題
に
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

で
は
、
鼓
吹
曲

 
斉
永
明
八
年
、
謝
.
 
奉
鎮
西
随
王
教
、
於
荊
州
道
中
作
。
 
一
日
「
元
会
曲
」
、
二
日
「
郊

祀
曲
」
、
三
日
「
鉤
天
曲
」
、
四
日
「
入
朝
曲
」
、
五
日
「
出
藩
曲
」
、
六
日
「
校
猟
曲
」
、

七
日
「
従
戎
曲
」
、
八
日
「
送
遠
曲
」
、
九
日
「
登
山
曲
」
、
十
日
「
浸
水
曲
」
。
「
鈎
天
」

已
上
三
曲
頗
帝
功
、
「
校
猟
」
已
上
三
曲
頗
藩
徳
。

 
斉
の
永
明
八
年
、
謝
・
は
鎮
西
随
王
の
教
を
奉
じ
、
荊
州
へ
の
道
中
に
於
い
て
作
る
。

一
に
曰
く
「
元
会
曲
」
、
二
に
曰
く
「
郊
祀
曲
」
、
三
に
曰
く
「
鈎
天
引
」
、
四
に
曰
く
「
入

朝
曲
」
、
五
に
日
く
「
出
藩
曲
」
、
六
に
日
く
「
校
猟
曲
」
、
七
に
日
く
「
従
戎
曲
」
、
八
に

曰
く
「
送
遠
島
」
、
九
に
叩
く
「
登
山
曲
」
、
十
に
曰
く
「
浸
水
曲
」
。
「
月
界
」
已
上
の
三

曲
は
帝
の
功
を
頬
し
、
「
校
猟
」
已
上
の
三
曲
は
藩
の
徳
を
頒
す
。

 
す
な
わ
ち
、
「
元
会
曲
」
か
ら
「
鉤
天
曲
」
ま
で
は
、
皇
帝
の
功
績
を
称
え
た
内
容
で

あ
り
、
「
入
朝
曲
」
か
ら
「
校
猟
曲
」
ま
で
は
藩
鎮
の
徳
を
称
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
送

遠
曲
」
を
含
む
「
従
戎
曲
」
以
下
の
説
明
は
な
い
。
森
野
繁
夫
博
士
『
謝
宣
城
詩
集
』
(
白

帝
社
、
 
一
九
九
一
年
)
の
「
従
戎
曲
」
の
解
説
に
、
「
「
従
戎
曲
」
以
下
、
「
送
三
曲
」
「
登

山
曲
」
「
浸
水
曲
」
は
、
以
上
の
曲
(
一
か
ら
六
ま
で
の
曲
を
指
す
。
筆
者
注
記
)
が
天

子
や
随
契
と
直
接
に
関
わ
り
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
と
は
少
し
異
な
り
、
い
わ
ゆ
る
従

軍
、
送
別
、
登
山
、
舟
遊
び
の
様
子
を
詠
じ
た
も
の
で
、
そ
の
中
に
天
子
や
随
王
の
姿
が

二
〇
〇
一
年
十
二
月
十
九
日
受
理

畑
村
 
学
 
 
宇
部
工
業
高
等
専
門
学
校
一
般
科
講
師

橘
 
英
範
 
 
岡
山
大
学
文
学
部
言
語
文
科
学
科
助
教
授
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見
え
隠
れ
す
る
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
る
。
 
一
〇
六
頁
。

 
謝
跳
の
後
、
『
楽
府
詩
集
』
は
、
「
斉
鼓
吹
曲
」
と
し
て
李
白
「
入
朝
曲
」
、
張
籍
「
送

遠
曲
」
、
王
建
「
浸
水
曲
」
を
収
録
す
る
。
謝
跳
の
詩
は
い
ず
れ
も
五
言
詩
で
あ
り
、
李

白
は
謝
眺
の
詩
の
形
式
・
内
容
と
も
擬
し
て
お
り
、
王
建
も
謝
眺
と
同
じ
く
五
言
詩
の
形

式
を
と
っ
て
い
る
。
謝
眺
・
李
白
・
卯
建
の
詩
は
、
 
一
韻
到
底
で
あ
る
こ
と
で
も
共
通
し

て
い
る
。
張
籍
は
ど
う
か
と
言
え
ば
、
内
容
は
楽
府
題
の
示
す
と
お
り
、
遠
方
に
旅
立
つ

人
を
送
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
謝
眺
を
継
承
し
て
い
る
と
言
え
る
が
、
詩
の
形
式

は
七
言
古
詩
(
換
韻
格
)
で
あ
り
、
謝
眺
や
他
の
二
人
と
異
な
っ
て
い
る
。

 
な
お
、
参
考
ま
で
に
謝
眺
「
送
歪
曲
」
を
挙
げ
て
お
く
。

北
梁
辞
歓
宴

南
浦
送
佳
人

方
衡
控
龍
馬

平
路
駒
朱
輪

硬
莚
妙
舞
絶

上
席
羽
膓
陳

白
雲
丘
陵
遠

山
川
時
未
明

一
為
清
吹
激

溝
三
七
別
巾

北
梁
に
 
歓
宴
を
辞
し

南
浦
に
 
佳
人
を
送
る

方
衡
に
 
龍
馬
を
控
え

平
路
に
 
朱
輪
を
騎
す

 
 
 
 
 
 
 
き
わ

顔
莚
に
は
 
妙
舞
絶
ま
り

 
 
 
 
 
 
 
つ
ら

桂
席
に
は
 
羽
帯
陳
な
る

白
雲
 
丘
陵
遠
く

山
川
 
時
に
未
だ
因
ら
ず

 
 
 
 
 
 
こ
え

一
た
び
清
華
の
激
を
為
せ
ば

濤
援
た
り
 
別
れ
を
傷
む
巾

【
本
文
・
書
き
下
し
文
】

1
戯
馬
壷
南
山
籏
籏

2
山
邊
飲
酒
歌
別
曲

3
行
人
酔
後
起
筆
車

4
席
上
回
尊
卑
五
時

5
青
天
漫
漫
覆
長
路

6
遠
遊
無
窓
悟
得
住

7
箒
草
到
庭
自
題
名

8
他
日
予
言
從
此
去

 
 
 
 
 
 
 
そ
う
そ
う

戯
馬
壼
の
南
 
山
籏
籏
た
り

山
辺
に
酒
を
飲
み
で
 
別
れ
の
曲
を
歌
う

行
人
 
酔
い
て
後
起
ち
て
車
に
登
り

席
上
 
尊
を
回
ら
し
て
億
僕
に
勧
む

青
天
漫
漫
と
し
て
 
長
路
を
覆
う

 
 
 
 
 
 
 
 
い
ず
く
 
 
 
 
と
ど

遠
遊
し
て
家
無
し
 
安
ん
ぞ
住
ま
る
を
得
ん

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
ず
か

願
わ
く
は
君
到
る
処
 
自
ら
名
を
題
せ

他
日
 
君
の
此
よ
り
趣
く
を
知
ら
ん

名題＿
1・押
去愚書
声1一
一入
一声
暮一
'屋

住'
1曲
去1
声入
一声
〇三
遇燭

劇通
1押
出)
声

九
御

(
通
押
)

【
口
語
訳
】

1
戯
馬
台
の
南
に
は
 
山
々
が
群
が
る
よ
う
に
連
な
り

2
そ
の
山
の
ふ
も
と
で
酒
を
飲
み
 
別
れ
の
曲
を
歌
う

3
旅
人
は
 
酒
に
酔
っ
て
後
 
立
ち
上
が
っ
て
車
に
乗
り

4
宴
席
で
は
 
酒
樽
を
回
し
て
旅
人
の
従
者
に
も
勧
め
る

5
青
空
は
果
て
し
な
く
広
が
り
 
遥
か
に
続
く
旅
路
を
覆
っ
て
い
る

6
遠
く
旅
立
っ
て
家
も
無
い
の
だ
か
ら
 
ど
う
し
て
留
ま
る
こ
と
が
で
き
よ
う

7
願
く
は
 
君
よ
 
行
く
先
々
で
自
ら
名
を
記
し
た
ま
え

8
他
日
 
君
が
こ
こ
か
ら
旅
立
っ
て
行
っ
た
旅
程
が
わ
か
る
か
ら

【
語
釈
】

1
・
2
 
戯
馬
壷
南
山
籏
籏
、
山
辺
飲
酒
歌
謡
曲

〔
戯
馬
毫
〕
古
跡
の
名
で
、
中
国
に
同
名
の
場
所
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
こ
こ
で
は
こ

の
詩
が
送
別
の
詩
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
今
の
江
蘇
省
甲
州
市
に
あ
る
書
紀
台
を
指

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
項
羽
が
築
い
た
出
馬
台
の
こ
と
で
あ
り
、
宋
の
嘗
胆
・
劉
裕
が

ま
だ
宋
公
と
し
て
こ
こ
に
い
た
頃
、
重
陽
の
節
に
賓
客
を
招
い
て
宴
会
を
開
き
、
故
郷
に

帰
る
孔
靖
を
見
送
っ
た
。
そ
の
時
作
ら
れ
た
詩
に
、
謝
意
と
謝
霊
運
の
「
九
日
従
宋
公
室

馬
壼
集
送
孔
令
」
(
と
も
に
『
文
選
』
巻
二
〇
)
が
あ
る
。
李
善
注
所
引
薫
子
顕
『
斉
書
』

に
、
「
宋
武
帝
為
宋
公
、
在
彰
城
、
九
日
、
出
項
羽
戯
馬
毫
。
至
今
相
承
以
為
旧
準
」
(
宋

の
武
帝
 
宋
公
為
り
し
と
き
、
彰
城
に
在
り
て
、
九
日
、
項
羽
の
子
馬
壷
に
出
づ
。
今
に

至
る
ま
で
相
承
け
て
以
て
旧
準
と
為
す
)
と
あ
る
。

 
六
朝
詩
で
こ
の
戯
馬
脚
が
詠
わ
れ
る
の
は
、
先
の
巴
里
・
謝
霊
運
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど

見
当
た
ら
な
い
。
梁
の
簡
聖
帝
「
和
武
筆
荒
詩
二
首
」
其
一
(
『
藝
文
類
聚
』
巻
五
九
)

に
、
「
豫
遊
戯
馬
館
、
教
戦
昆
明
池
」
(
三
智
の
館
に
素
早
し
、
戦
を
昆
明
池
に
教
う
)
と

あ
る
が
、
同
じ
戯
馬
台
を
指
し
た
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

 
唐
詩
で
こ
の
戯
馬
台
を
詠
じ
た
も
の
に
、
李
白
「
宣
城
九
日
、
聞
崔
青
侍
御
与
宇
文
太

守
遊
敬
亭
、
余
時
直
言
山
、
不
同
此
賞
、
酔
後
学
崔
侍
御
二
首
」
其
二
(
王
碕
注
本
巻
一

四
)
に
、
「
遥
羨
重
陽
作
、
応
過
戯
馬
主
」
(
遥
か
に
重
陽
の
作
を
羨
む
、
応
に
野
馬
墓
に

過
ぐ
べ
し
)
と
あ
る
の
は
、
戯
馬
台
で
盛
大
な
宴
会
が
開
か
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
お
り
、

ま
た
張
籍
と
同
時
代
の
孟
郊
「
南
陽
公
請
東
桜
桃
亭
子
春
謙
」
(
華
枕
之
・
喩
学
才
校
注

『
孟
郊
詩
集
校
注
』
巻
四
、
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
九
五
年
。
以
下
、
孟
郊
の
詩
の
引

用
は
同
書
に
拠
る
)
に
、
「
方
知
上
馬
会
、
永
謝
登
龍
賓
」
(
方
に
知
る
 
出
馬
の
会
、
永

く
謝
す
 
登
龍
の
賓
)
と
あ
る
の
も
、
同
じ
く
劉
裕
の
宴
会
を
意
識
し
て
用
い
ら
れ
て
い
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る
が
、
張
籍
の
よ
う
に
送
別
の
場
所
と
し
て
捉
え
て
は
い
な
い
。

〔
年
歯
〕
群
が
る
よ
う
に
山
が
連
な
る
さ
ま
。
直
線
的
で
は
な
く
平
面
的
に
広
が
る
様
子

を
言
う
と
思
わ
れ
る
。
二
代
以
前
の
古
い
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
。
薬
代
も
中
唐
の
頃
に

な
っ
て
多
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
山
並
み
を
形
容
し
た
例
と
し
て
、
韓
土
「
祖
席

・
好
字
」
(
『
繋
年
集
釈
』
巻
六
)
に
、
「
野
晴
山
籏
籏
、
霜
聖
子
鮮
鮮
」
(
野
は
晴
れ
て

 
 
 
 
 
 
 
あ

山
籏
籏
た
り
、
霜
暁
け
て
 
菊
鮮
鮮
た
り
)
と
あ
り
、
白
居
易
「
和
夢
遊
春
詩
一
百
韻
」

(
○
八
〇
三
)
に
、
「
巴
水
白
荘
荘
、
楚
山
回
籏
籏
」
(
導
水
 
白
黒
荘
と
し
て
、
楚
山

青
磁
籏
た
り
)
と
あ
る
。

〔
山
辺
〕
山
の
ふ
も
と
。
群
が
る
よ
う
に
連
な
っ
た
山
々
の
ふ
も
と
に
、
こ
の
別
れ
の
場

で
あ
る
戯
馬
台
が
位
置
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
「
辺
」
は
こ
こ
で
は
「
下
」
、
す

な
わ
ち
山
の
ふ
も
と
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
唐
詩
中
の
「
辺
」
の
用
法
に
つ
い
て
は
、
蒋
紹

愚
氏
『
唐
詩
語
言
研
究
』
(
中
州
古
儀
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
)
三
一
四
頁
、
江
藍
生
・

曹
広
退
学
『
唐
五
代
語
言
詞
典
』
(
上
海
教
育
出
版
社
、
一
九
九
七
年
)
二
三
頁
を
参
照
。

宋
之
問
「
戸
畑
穴
煙
出
若
邪
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
五
三
)
に
、
「
水
低
寒
雲
白
、
山
辺
墜
葉

紅
」
(
水
低
く
し
て
 
寒
雲
白
く
、
山
辺
 
墜
皇
都
し
)
と
あ
る
。
杜
甫
に
も
二
例
あ
り
、

「
秦
州
雑
詩
二
十
首
」
其
六
(
『
詳
注
』
二
七
)
に
、
「
城
上
胡
茄
奏
、
山
辺
下
節
帰
」
(
城

上
に
胡
茄
奏
せ
ら
れ
、
山
辺
に
漢
節
帰
る
)
と
あ
る
。
張
籍
に
こ
の
他
二
例
。
m
「
夏
日

閑
居
」
に
、
「
此
時
幽
歩
止
、
不
覚
到
山
辺
」
(
此
の
時
 
愚
詠
遠
く
、
山
辺
に
到
る
を
覚

え
ず
)
と
あ
る
の
も
山
の
ふ
も
と
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

〔
飲
酒
〕
酒
を
飲
む
。
古
く
か
ら
使
わ
れ
る
こ
と
ば
で
、
唐
詩
に
も
多
く
見
え
る
が
、

甫
に
は
熟
語
と
し
て
の
用
例
は
な
い
。
張
籍
に
こ
の
他
二
例
見
え
る
。

杜

〔
別
曲
〕
別
れ
の
曲
。
「
曲
を
別
つ
」
等
の
意
味
で
は
用
例
が
見
え
る
が
、
こ
の
意
味
で

の
用
例
は
少
な
い
。
庚
信
「
王
子
君
」
(
『
楽
府
詩
集
』
巻
二
九
)
に
、
「
別
曲
真
多
恨
、

哀
順
順
漏
壷
」
(
別
曲
は
 
真
に
恨
み
多
く
、
哀
絃
は
 
須
く
更
に
張
る
べ
し
)
と
あ
る
。

唐
詩
で
は
、
楊
師
道
「
朧
遣
水
」
(
『
楽
府
詩
集
』
巻
二
一
)
に
、
「
茄
添
離
別
曲
、
風
送

断
腸
声
」
(
茄
は
離
別
の
曲
を
添
え
、
風
は
断
腸
の
声
を
送
る
)
と
、
「
離
別
曲
」
と
見
え

る
。
杜
甫
に
は
用
例
が
な
い
。
張
籍
に
こ
の
他
詩
句
の
用
例
は
な
い
が
、
獺
「
春
別
曲
」

と
詩
題
に
見
え
る
。

3
・
4
 
行
人
酔
後
図
登
頂
、
席
上
皇
尊
勧
憧
僕

〔
行
人
〕
旅
立
つ
人
。
3
「
雑
輩
」
、
6
「
行
路
難
」
の
【
語
釈
】
参
照
。

〔
登
車
〕
車
に
乗
る
。
こ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
出
発
し
よ
う
と
す
る
時
の
動
作
を
言
う
。
「
古

詩
男
盛
仲
卿
堅
作
」
(
『
玉
毫
新
里
』
巻
一
)
に
、
「
出
門
登
車
去
、
涕
落
百
遥
遥
」
(
門
を

出
で
て
車
に
登
り
去
る
に
、
風
落
つ
る
こ
と
百
鯨
行
)
と
、
家
を
出
さ
れ
る
妻
の
行
動
を

記
す
な
か
に
見
え
る
。
陳
注
は
、
『
後
漢
書
』
萢
湧
伝
に
、
「
湧
新
車
撹
轡
、
慨
然
有
澄
清

天
下
之
志
」
(
湧
 
車
に
登
り
轡
を
遣
る
や
、
天
下
を
澄
清
せ
ん
と
の
志
有
り
)
と
あ
る

を
引
く
。

 
唐
詩
の
用
例
は
あ
ま
り
多
く
な
く
、
全
部
で
二
十
例
ほ
ど
し
か
な
い
。
杜
甫
に
一
例
、

「
傷
春
五
首
」
其
四
(
『
詳
注
』
巻
＝
二
)
に
、
「
奪
馬
悲
公
主
、
登
車
泣
貴
媛
」
(
馬
を

奪
わ
れ
て
 
公
主
悲
し
み
、
車
に
登
り
て
 
貴
嫁
泣
く
)
と
あ
る
の
も
、
「
貴
嬢
」
が
出

発
す
る
時
の
様
子
を
言
う
。
張
籍
に
は
こ
の
一
例
の
み
。

〔
席
上
〕
こ
こ
で
は
別
れ
の
宴
席
を
言
う
。
「
席
上
」
は
古
く
か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
ば
で

あ
る
。
文
学
作
品
で
は
、
播
岳
「
於
質
継
立
購
漢
書
」
詩
(
『
藝
文
類
聚
』
巻
五
五
)
に
、

「
筆
下
二
戸
、
席
上
敷
珍
」
(
筆
下
に
藻
を
播
き
、
席
上
に
珍
を
敷
く
)
と
あ
る
。
唐
詩

の
用
例
も
多
く
、
杜
甫
に
は
二
例
見
え
る
。
張
籍
に
こ
の
他
一
例
。
側
「
懐
別
」
に
、
「
憶

意
無
言
客
、
席
上
唯
琴
樽
」
(
離
堂
 
船
客
無
く
、
席
上
 
唯
だ
琴
樽
あ
る
の
み
)
と
、

こ
こ
と
同
じ
く
別
れ
の
宴
席
の
意
味
で
、
し
か
も
「
樽
」
と
一
緒
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

〔
回
尊
〕
酒
樽
を
動
か
す
。
「
尊
」
は
「
樽
・
鱒
」
に
同
じ
で
、
酒
だ
る
の
こ
と
。
別
れ

の
場
面
(
酒
宴
)
に
し
ば
し
ば
詠
わ
れ
る
。
古
く
蘇
武
「
詩
四
首
」
其
一
(
『
文
選
』
巻

二
九
)
に
、
「
我
有
一
鱒
酒
、
欲
以
贈
遠
人
」
(
我
に
一
鱒
の
酒
有
り
、
以
て
遠
人
に
贈
ら

ん
と
欲
す
)
と
、
こ
れ
か
ら
遠
く
旅
立
つ
人
(
こ
の
場
合
兄
弟
)
と
醇
酒
を
酌
み
交
わ
そ

う
と
あ
る
。
「
回
尊
(
樽
・
噂
)
」
で
は
古
い
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
。

 
張
籍
も
こ
の
一
例
の
み
。

〔
憧
僕
〕
召
使
い
。
旅
人
の
従
者
を
言
う
。
6
「
行
路
難
」
の
【
語
釈
】
参
照
。
そ
こ
で

も
引
い
た
王
座
「
宿
鄭
州
」
(
趙
本
巻
四
)
に
、
「
他
郷
絶
僑
侶
、
孤
客
親
憧
僕
」
(
他
郷

 
僑
侶
絶
え
、
孤
客
 
十
二
と
親
し
む
)
と
あ
る
。
こ
の
憧
僕
に
つ
い
て
、
小
林
太
一
郎

氏
は
、
「
日
本
で
は
た
い
て
い
の
主
人
は
い
つ
も
従
僕
と
親
し
い
が
、
中
国
で
は
階
級
の

区
別
が
厳
格
で
、
つ
ね
は
主
人
が
従
者
と
話
し
あ
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
ま
り
な
い
。
そ
れ

が
、
従
者
一
人
を
つ
れ
て
の
一
人
旅
と
も
な
れ
ば
、
二
人
は
お
の
ず
か
ら
親
し
く
な
る
と

い
う
こ
と
を
以
て
、
そ
う
い
う
旅
の
な
ん
と
も
い
え
ぬ
さ
び
し
さ
、
こ
と
ば
に
つ
く
せ
ぬ

淋
し
さ
を
巧
み
に
示
唆
し
て
い
る
」
(
集
英
社
『
王
維
』
、
「
漢
詩
大
系
1
0
」
、
一
二
六
頁
)

と
説
明
す
る
。
張
籍
の
こ
の
句
と
王
維
の
詩
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
『
唐
詩
鑑
賞
事
典

補
編
』
(
四
川
文
藝
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
)
も
指
摘
す
る
。
四
三
四
頁
。
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「
席
上
」
の
と
こ
ろ
で
引
い
た
4
「
懐
別
」
に
も
、
「
里
人
駆
行
軒
、
低
昂
出
左
門
」
(
僕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人
 
行
事
を
駆
り
、
低
毒
し
て
我
が
門
を
出
づ
)
と
、
別
れ
の
場
面
に
車
を
運
転
す
る
召

使
い
の
下
僕
が
登
場
し
、
6
「
行
路
難
」
に
出
て
く
る
「
憧
僕
」
も
、
旅
の
従
者
で
あ
っ

た
(
弊
裏
密
宗
苦
行
難
、
湿
雪
飢
寒
少
筋
力
)
。
さ
ら
に
3
2
「
羅
旅
行
」
に
も
、
「
寒
虫
入

窟
鳥
帰
巣
、
憧
僕
問
我
誰
恒
心
」
(
寒
土
は
窟
に
入
り
て
 
鳥
は
巣
に
帰
る
、
憧
僕
 
我

に
問
う
 
誰
が
家
に
か
去
か
ん
と
)
と
、
 
一
緒
に
旅
を
す
る
従
者
が
、
「
今
日
は
何
処
に

泊
め
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
」
と
尋
ね
て
い
る
。
ま
た
3
3
「
車
遥
遥
」
で
は
、
「
驚
磨
游
免

在
我
傍
、
独
唱
郷
歌
対
憧
僕
」
(
驚
磨
 
游
免
 
我
が
傍
に
在
り
、
独
り
郷
歌
を
唱
い
て

笠
置
に
対
す
)
と
、
家
に
残
る
家
族
(
妻
？
)
が
、
旅
人
の
様
子
を
想
像
す
る
な
か
に
憧

僕
が
見
え
、
姐
「
寄
別
者
」
に
も
、
「
下
車
勧
億
僕
、
相
顧
莫
歎
息
」
(
車
を
下
り
て
憧
僕

に
勧
め
、
相
顧
み
て
歎
息
す
る
莫
し
)
と
、
旅
人
と
と
も
に
行
動
す
る
召
使
い
が
詠
わ
れ

る
。
離
別
や
旅
愁
を
テ
ー
マ
と
し
た
詩
に
お
け
る
旅
人
と
そ
の
従
者
の
取
り
合
わ
せ
ば
、

張
籍
が
好
ん
で
用
い
た
表
現
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

5
・
6
 
青
天
漫
漫
覆
長
路
、
遠
遊
無
家
安
対
側

〔
青
天
〕
青
空
。
古
く
か
ら
用
例
の
見
え
る
こ
と
ば
で
、
『
荘
子
』
適
遥
遊
に
、
「
今
培
風
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
う
あ
っ

背
負
青
天
而
莫
之
天
愚
者
」
(
今
 
風
に
写
り
、
背
に
青
天
を
負
い
て
之
を
天
関
す
る
者

莫
し
)
と
あ
る
。
ま
た
、
文
学
作
品
で
は
、
傅
玄
「
雑
詩
」
(
『
文
選
』
巻
二
九
)
に
、
「
繁

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
ず
か

星
依
青
天
、
列
宿
自
成
行
」
(
繁
星
 
青
天
に
依
り
、
列
宿
 
自
ら
行
を
成
す
)
と
あ
り
、

こ
の
場
合
は
夜
空
を
言
う
。
唐
詩
に
も
用
例
が
多
く
、
杜
甫
に
も
六
例
見
え
、
「
絶
句
四

首
」
四
三
(
『
詳
注
』
巻
＝
二
)
に
、
「
両
箇
黄
鶴
鳴
翠
柳
、
 
一
行
白
鷺
上
青
天
」
(
両
箇

の
黄
鵬
 
翠
柳
に
鳴
き
、
 
一
行
の
白
鷺
 
青
天
に
上
る
)
と
あ
る
の
は
、
青
黛
の
詩
と
同

じ
く
青
空
を
言
う
。

 
張
籍
に
こ
の
他
二
例
。
2
5
「
短
歌
行
」
に
、
「
青
天
蕩
蕩
高
三
豊
、
上
有
白
日
無
根
株
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゐ
 
 

(
青
天
蕩
蕩
と
し
て
 
高
く
し
て
且
つ
虚
し
、
上
に
は
白
日
有
り
て
根
株
無
し
)
と
あ
る
。

ま
た
、
王
建
「
別
鶴
曲
」
(
中
華
書
局
『
王
建
詩
集
』
巻
一
。
以
後
王
建
の
詩
の
引
用
は

同
書
に
拠
る
)
に
、
「
青
天
漫
漫
碧
海
重
、
知
向
何
山
風
雪
中
」
(
青
天
漫
漫
と
し
て
 
碧

海
重
な
り
、
何
れ
の
山
の
風
雪
の
中
に
向
か
う
を
知
ら
ん
や
)
と
あ
る
の
は
、
「
青
天
漫

漫
」
の
四
字
の
並
び
が
張
芝
と
同
じ
で
あ
る
。

〔
漫
漫
〕
果
て
し
な
く
広
が
る
さ
ま
。
『
楚
辞
』
離
騒
に
、
「
路
曼
曼
其
脩
遠
分
、
吾
将
上

下
而
求
索
」
(
路
は
曼
曼
と
し
て
其
れ
脩
遠
な
り
、
吾
 
将
に
上
下
し
て
求
冷
せ
ん
と
す
)

と
あ
る
。
「
曼
曼
」
は
「
漫
漫
」
に
同
じ
で
、
こ
の
場
合
は
道
が
遠
く
ま
で
続
く
さ
ま
。

空
に
関
す
る
例
と
し
て
は
、
銀
歯
「
敬
呈
山
」
(
『
文
選
』
巻
二
七
)
に
、
「
諜
雲
已
漫
漫
、

多
雨
亦
凄
凄
」
(
洪
雲
は
已
に
漫
漫
と
、
多
雨
は
煮
た
凄
凄
た
り
)
、
江
俺
「
別
賦
」
(
『
文

選
』
巻
一
六
)
に
、
「
風
薫
引
言
異
響
、
雲
漫
漫
而
奇
曲
」
(
風
は
薫
薫
と
し
て
響
を
異
に

し
、
雲
は
漫
漫
と
し
て
色
を
奇
に
す
)
と
あ
り
、
と
も
に
雲
が
湧
き
広
が
る
様
子
を
言
う
。

 
唐
詩
に
も
用
例
多
く
、
例
え
ば
由
仁
隣
「
七
夕
浸
舟
二
首
」
其
一
(
『
全
唐
詩
』
巻
四

二
)
に
、
「
天
漬
殊
漫
漫
、
日
暮
独
悠
哉
」
(
天
横
 
殊
に
漫
漫
と
し
て
、
日
暮
れ
て
 
独

り
罪
な
る
か
な
)
と
あ
る
の
は
、
空
の
広
さ
を
水
の
広
が
り
に
準
え
た
例
で
、
張
籍
と
同

じ
く
「
天
」
と
と
も
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
杜
甫
に
も
一
例
、
「
白
沙
渡
」
(
『
詳
注
』
巻

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ら
い
ら
い

九
)
に
、
「
水
清
石
硯
硯
、
沙
白
干
漫
漫
」
(
水
清
く
し
て
 
石
硯
硯
た
り
、
沙
白
く
し
て

灘
漫
漫
た
り
)
と
あ
り
、
灘
の
広
が
る
さ
ま
を
言
う
。

 
張
籍
に
も
う
一
例
。
6
0
「
門
辺
使
」
に
、
「
寒
沙
陰
漫
漫
、
疲
馬
去
悠
悠
」
(
寒
沙
 
陰

 
漫
漫
と
し
て
、
疲
馬
 
去
り
て
悠
悠
た
り
)
と
あ
る
。

〔
長
路
〕
果
て
し
な
く
続
く
道
。
「
古
詩
十
九
首
」
其
六
(
『
文
選
』
巻
二
九
)
に
、
「
還

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
ぐ

顧
望
旧
郷
、
長
路
漫
浩
浩
」
(
還
り
顧
み
て
 
旧
郷
を
望
め
ば
、
長
路
 
漫
と
し
て
浩
浩

た
り
)
と
あ
り
、
ま
た
謝
霊
運
「
南
楼
中
望
所
遅
客
」
(
『
文
選
』
巻
三
〇
)
、
「
杏
杏
日
西

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
ず

頽
、
漫
漫
長
路
迫
」
(
杏
杳
と
し
て
 
日
は
西
に
頽
れ
、
漫
漫
と
し
て
 
長
路
迫
る
)
と
、

い
ず
れ
も
「
漫
」
と
と
も
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
唐
詩
に
も
用
例
が
多
く
、
杜
甫
に
も
二

例
見
え
る
。
「
送
盧
十
四
弟
侍
御
護
重
尚
書
霊
襯
帰
上
都
二
十
韻
」
(
『
詳
注
』
巻
二
三
)

に
、
「
長
路
更
執
緋
、
此
心
猶
倒
衣
」
(
長
路
 
更
に
緯
を
執
る
、
此
の
心
 
猶
お
倒
衣
)

と
あ
る
の
は
、
こ
こ
と
同
じ
送
別
の
詩
で
、
旅
人
の
道
程
を
表
し
て
い
る
。
食
毒
の
用
例

は
こ
れ
一
例
の
み
。

 
「
覆
」
は
旅
人
の
行
く
手
を
覆
う
よ
う
に
空
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
言
う
。
『
荘
子
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
た
よ

大
宗
師
に
、
「
天
無
私
覆
、
地
無
私
載
」
(
天
は
私
り
て
覆
う
こ
と
無
く
、
地
は
下
り
て

訳
す
る
こ
と
無
し
)
と
、
「
覆
」
が
「
天
」
と
一
緒
に
使
わ
れ
る
例
が
あ
る
。
「
要
路
」
(
路

を
覆
う
)
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
同
じ
意
味
で
「
掩
路
」
の
語
が
、
播
岳
「
懐
旧

賦
」
(
『
文
選
』
巻
一
六
)
に
、
「
書
風
仁
山
激
冷
、
白
雪
嵩
以
掩
路
」
(
農
風
は
凄
と
し
て

以
て
冷
を
激
し
、
着
雪
は
嵩
と
し
て
以
て
路
を
掩
う
)
と
見
え
る
。
総
懸
注
所
引
『
埠
蒼
』

に
、
「
掩
、
覆
也
」
と
あ
る
。

〔
遠
遊
〕
遠
く
旅
に
出
る
。
古
く
か
ら
あ
る
こ
と
ば
で
、
『
論
語
』
四
身
篇
に
、
「
子
日
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
ま

父
母
在
、
不
遠
遊
。
遊
必
有
方
」
(
子
曰
く
、
父
母
在
せ
ば
、
遠
く
遊
ば
ず
。
遊
ぶ
こ
と

必
ず
方
有
り
)
と
あ
る
。
文
学
作
品
で
は
、
『
楚
辞
』
に
遠
遊
篇
が
あ
り
、
そ
の
文
中
に

も
「
悲
時
俗
之
迫
阪
分
、
願
軽
挙
而
遠
遊
」
(
時
俗
の
迫
阪
を
悲
し
み
、
軽
挙
し
て
遠
遊

せ
ん
こ
と
を
願
う
)
と
見
え
る
。
唐
詩
の
用
例
も
多
い
。
杜
甫
に
も
多
く
見
え
、
「
遠
遊
」

と
題
す
る
二
首
の
詩
も
あ
る
(
『
詳
注
』
巻
一
一
、
二
二
)
。
張
籍
に
こ
の
他
二
例
有
り
、

19

u
各
東
西
」
に
は
、
「
遠
遊
不
定
難
寄
書
、
日
日
空
尋
別
時
語
」
(
遠
遊
定
ま
ら
ず
し
て

 
書
を
寄
せ
難
し
、
日
日
空
し
く
尋
ぬ
 
三
時
の
語
)
と
あ
る
。
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〔
無
言
〕
留
ま
る
べ
き
家
が
な
い
の
意
で
あ
ろ
う
。
早
く
『
毛
詩
』
召
南
「
行
立
」
に
、

「
誰
謂
女
無
家
、
何
以
速
我
獄
」
(
誰
か
謂
う
 
露
.
 
に
家
無
し
と
、
何
を
以
て
我
を
獄
に
濫

く
や
)
と
あ
り
、
こ
の
場
合
は
家
族
が
な
い
こ
と
。
ま
た
、
二
心
「
北
征
賦
」
(
『
文
選
』

巻
九
)
に
、
「
野
薫
條
以
蕩
蕩
、
週
千
里
而
無
家
」
(
野
は
薫
條
と
し
て
以
て
葬
蕩
た
り
、

 
 
 
は
る

千
里
に
廻
か
に
し
て
家
無
し
)
と
あ
る
の
は
、
千
里
の
彼
方
ま
で
人
家
が
な
い
の
意
。
唐

詩
に
も
用
例
が
多
く
、
杜
甫
の
詩
に
も
多
く
見
え
る
。
有
名
な
「
無
家
別
」
(
『
詳
注
』
巻

七
)
は
、
家
族
が
い
な
い
こ
と
。
住
む
べ
き
家
が
無
い
と
い
う
意
味
で
は
、
「
不
離
西
閣

二
首
」
其
一
(
『
詳
注
』
巻
一
八
)
に
、
「
失
監
守
愚
子
、
平
家
任
老
身
」
(
失
学
 
愚
子

 
ま
カ

に
淫
す
、
無
二
 
老
身
に
任
す
)
と
あ
る
。

 
張
籍
に
熟
語
と
し
て
の
「
無
家
」
は
二
例
あ
り
、
燭
「
題
清
徹
上
人
院
」
に
、
「
愛
三

無
家
客
、
多
伝
得
効
方
」
(
無
家
の
客
を
愛
養
し
、
多
く
効
を
得
る
の
方
を
伝
う
)
と
あ

る
。
こ
の
場
合
、
「
無
家
客
」
と
は
出
家
し
た
人
で
僧
侶
を
指
す
。

〔
安
得
住
〕
ど
う
し
て
留
ま
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
同
じ
字
の
並
び
が
、
重
応
物
「
初
発

揚
子
寄
元
大
校
書
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
一
八
七
)
に
、
「
世
事
波
上
舟
、
沿
掴
安
得
住
」
(
世

事
は
波
上
の
舟
、
沿
呈
し
て
安
ん
ぞ
住
ま
る
を
得
ん
)
と
見
え
る
。

7
.
 
8
 
願
君
見
処
自
題
名
、
他
日
知
君
従
此
去

〔
富
江
〕
至
る
所
。
あ
ち
こ
ち
に
。
こ
こ
で
は
旅
の
行
く
先
々
で
と
い
う
意
味
で
解
釈
し

た
。
高
適
「
送
田
少
府
既
蒼
梧
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
二
＝
二
)
に
、
「
江
山
諸
処
堪
乗
興
、

楊
柳
青
青
那
足
悲
」
(
江
山
 
到
る
処
 
興
に
乗
ず
る
に
堪
え
、
楊
柳
青
青
と
し
て
 
那

ぞ
悲
し
む
に
足
ら
ん
)
と
あ
る
。
杜
甫
に
も
一
例
あ
り
、
「
奉
贈
章
左
丞
丈
二
十
二
韻
」
(
『
詳

注
』
巻
一
)
に
、
「
残
杯
与
冷
衆
、
到
処
潜
悲
辛
」
(
残
杯
と
冷
災
と
、
到
る
処
 
潜
か
に

悲
辛
す
)
と
あ
る
の
も
、
あ
ち
こ
ち
の
意
味
。

 
張
籍
に
こ
の
他
一
例
。
塑
「
送
施
肩
吾
東
帰
」
に
、
「
早
聞
詩
句
伝
人
偏
、
新
得
科
名

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ま
ね

到
処
閑
」
(
早
に
聞
く
 
詩
句
の
人
に
伝
る
こ
と
偏
し
と
、
新
た
に
科
名
を
得
て
 
到
る

処
閑
か
な
り
)
と
あ
る
。

〔
題
名
〕
名
を
記
す
。
唐
代
以
前
の
文
学
作
品
や
唐
詩
に
あ
ま
り
用
例
が
見
ら
れ
な
い
。

数
少
な
い
用
例
と
し
て
、
章
応
物
「
答
河
南
李
士
気
題
香
山
寺
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
一
九
〇
)

に
、
「
瘤
宇
或
崩
剥
、
不
見
旧
題
名
」
(
瘤
宇
 
或
い
は
崩
剥
し
、
旧
題
名
を
見
ず
)
と
あ

る
の
は
、
過
去
に
記
し
た
名
を
言
う
。
張
籍
自
身
の
用
例
で
は
、
同
じ
く
送
別
の
詩
で
あ

 
 

る
3
6
「
送
元
八
」
に
、
「
明
日
城
西
送
君
去
、
旧
遊
乙
嫁
独
題
名
」
(
明
日
 
城
西
 
君
が

去
く
を
送
り
、
旧
遊
 
重
ね
て
到
り
て
 
独
り
名
を
題
す
)
と
あ
り
、
こ
の
場
合
は
張
籍

自
身
が
後
か
ら
別
れ
の
場
を
訪
れ
て
名
を
記
す
意
味
に
な
る
。
9
7
「
実
孟
寂
」
に
も
、
「
曲

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

江
院
裏
題
名
処
、
十
九
人
中
最
少
年
」
(
曲
江
院
裏
 
名
を
冠
せ
し
処
、
十
九
人
中
 
最

も
少
年
な
り
)
と
あ
る
。
科
挙
進
士
科
に
合
格
し
た
同
年
の
進
士
が
、
そ
ろ
っ
て
慈
恩
寺

の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
そ
の
壁
に
自
分
の
名
前
を
書
き
記
す
と
い
う
習
慣
が
あ
り
、
こ
の
詩

は
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
同
年
十
九
人
の
な
か
で
孟
寂
が
最
年
少
で
あ
っ
た
こ
と
を
言
う
。

〔
他
日
〕
将
来
の
あ
る
日
。
過
去
の
あ
る
時
を
指
す
場
合
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
内
容
か

ら
未
来
の
こ
と
。
唐
以
前
の
詩
文
に
見
え
、
唐
詩
に
も
用
例
が
多
い
。
 
一
例
と
し
て
、
張

説
「
岳
戸
別
筆
癖
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
八
七
)
、
「
他
日
将
何
見
、
愁
来
独
僑
門
」
(
他
日

将
に
何
ぞ
見
ん
、
愁
い
来
た
り
て
独
り
門
に
穿
る
)
と
あ
る
の
は
、
こ
こ
と
同
じ
く
未
来

の
あ
る
日
を
指
す
。

 
な
お
、
こ
の
二
句
、
久
保
天
王
『
古
詩
評
釈
』
(
新
声
社
、
一
九
〇
〇
年
)
や
前
掲
『
唐

詩
鑑
賞
辞
典
補
編
』
等
で
は
、
「
行
人
」
が
こ
れ
か
ら
先
、
旅
の
途
中
で
訪
れ
る
場
所
場

所
に
、
後
に
尋
ね
て
行
け
る
よ
う
名
を
記
せ
と
詠
っ
て
い
る
と
解
釈
す
る
。
こ
う
し
た
解

釈
は
、
清
・
王
尭
衝
の
「
願
君
到
処
題
名
、
使
知
鳥
毛
而
去
、
不
悉
後
日
三
尊
、
亦
各
無

忘
此
別
也
」
(
『
唐
詩
合
解
箋
注
』
巻
三
)
と
い
う
解
釈
に
通
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

と
は
別
に
、
あ
ち
こ
ち
に
名
を
記
す
場
所
は
別
離
の
場
、
す
な
わ
ち
戯
馬
台
に
限
定
し
、

こ
の
場
所
か
ら
君
が
旅
立
っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
わ
か
る
だ
ろ
う
と
す
る
解
釈
も
可
能
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
ど
ち
ら
か
決
め
が
た
い
が
、
遠
遊
し
て
留
ま
る
場
所
は
ど
こ
に
も
な
い

と
す
る
前
二
句
と
の
つ
な
が
り
か
ら
、
前
者
の
解
釈
、
す
な
わ
ち
旅
の
先
々
に
あ
ち
こ
ち

名
を
記
す
と
い
う
解
釈
に
従
う
こ
と
に
し
た
。

【
補
】

 
こ
の
詩
の
構
成
は
、
前
半
四
句
、
後
半
四
句
に
分
か
れ
、
前
半
で
は
現
在
の
別
離
の
場

面
が
、
後
半
で
は
未
来
の
時
間
に
お
け
る
、
行
人
の
旅
程
お
よ
び
及
び
送
る
側
の
様
子
が

記
さ
れ
る
。

 
旅
人
が
離
別
の
後
に
歩
む
で
あ
ろ
う
旅
程
を
詠
ず
る
こ
と
は
、
送
別
詩
の
特
徴
の
ひ
と

つ
で
あ
り
、
張
籍
の
場
合
、
第
5
・
6
句
が
そ
れ
に
当
た
る
。
張
籍
の
こ
の
詩
が
一
般
的

な
送
別
詩
と
異
な
る
の
は
、
第
7
・
8
句
の
、
別
離
後
の
未
来
に
旅
人
の
足
跡
を
尋
ね
る

自
分
自
身
を
想
像
す
る
(
「
名
を
題
す
」
を
別
離
の
場
に
限
っ
た
も
う
一
つ
の
解
釈
の
場

合
は
、
別
離
の
場
を
再
び
訪
れ
て
こ
の
た
び
の
別
離
を
懐
か
し
む
自
分
を
想
像
す
る
)
と

い
う
点
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。
清
の
三
徳
潜
が
、
「
従
前
送
遠
詩
、
此
意
識
曽
写
到
」
(
『
唐

詩
別
裁
集
』
巻
八
)
と
述
べ
て
い
る
の
も
(
張
籍
が
最
初
か
ど
う
か
は
確
か
め
て
み
る
必

要
が
あ
る
に
し
て
も
)
、
こ
の
点
を
指
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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z
城
詞

【
題
解
】

 
城
壁
を
築
く
う
た
。
『
楽
府
詩
集
』
巻
七
五

見
え
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

(
畑
村
)

「
雑
曲
歌
辞
」
の
部
分
に
「
築
城
曲
」
が

 
馬
嵩
『
中
華
古
今
注
』
日
、
「
秦
始
皇
三
十
二
年
、
得
識
書
云
、
『
亡
君
者
胡
』
。
乃

使
蒙
悟
撃
胡
、
築
長
城
以
備
之
」
。
『
准
南
子
』
日
、
「
秦
発
卒
五
十
万
、
築
脩
城
。
西

属
流
沙
、
北
撃
遼
水
、
東
結
朝
鮮
。
中
国
内
郡
、
朝
車
而
餉
之
。
後
因
有
築
城
曲
、
言

築
長
城
以
限
胡
虜
也
。
又
有
『
築
城
唯
陽
曲
』
、
与
此
不
同
」
。

 
『
古
今
楽
録
』
日
、
「
築
城
相
杵
者
、
出
自
漢
梁
孝
王
。
孝
王
築
碓
陽
城
、
方
十
二

里
、
造
唱
声
、
以
小
鼓
為
節
、
築
者
下
紐
、
以
和
之
。
後
世
謂
此
為
唯
陽
曲
」
。
『
晋
太

康
地
記
』
日
、
「
今
楽
家
『
碓
陽
曲
』
、
下
足
介
音
」
。
『
唐
書
』
楽
志
摩
、
「
『
早
耳
操
』

用
春
憤
」
是
也
。
按
『
漢
書
』
日
、
「
梁
翠
蓋
広
唯
陽
平
七
十
二
里
」
。
而
云
十
二
里
、

未
知
敦
実
。

 
ば
こ
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
ん
し
ょ

 
馬
嵩
の
『
中
華
古
今
注
』
に
描
く
、
「
秦
の
始
皇
の
三
十
二
年
、
識
書
を
得
る
に
云

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
う
て
ん

ふ
、
『
秦
を
亡
ぼ
す
者
は
胡
な
り
』
と
。
乃
ち
蒙
悟
を
し
て
胡
を
撃
た
し
め
、
長
城
を

築
い
て
以
て
之
に
備
ふ
」
と
。
『
准
南
子
』
に
曰
く
、
「
秦
 
卒
五
十
万
を
発
し
、
脩
城

を
築
く
。
西
は
流
沙
に
属
し
、
北
は
遼
水
を
撃
ち
、
東
は
朝
鮮
に
結
ぶ
。
中
国
の
内
郡
、

 
 
ひ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
く
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
ぎ

車
を
軌
き
て
之
を
餉
る
。
後
 
因
り
て
築
城
曲
有
り
、
長
城
を
築
い
て
以
て
胡
虜
を
限

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
い
よ
う

る
を
言
う
な
り
。
又
た
『
築
城
唯
陽
曲
』
有
り
、
此
と
同
じ
か
ら
ず
」
と
。

 
『
古
今
楽
録
』
に
曰
く
、
「
築
城
相
杵
な
る
者
は
、
漢
の
梁
の
孝
王
よ
り
出
づ
。
孝

王
 
雅
陽
城
を
築
き
、
方
十
二
里
、
唱
声
を
造
り
、
小
鼓
を
以
て
節
を
為
し
、
築
く
者

 
杵
を
下
し
、
以
て
之
に
和
す
。
後
世
 
此
を
謂
い
て
雲
斗
曲
と
為
す
」
と
。
『
晋
太

康
地
記
』
に
曰
く
、
「
今
の
楽
家
の
『
碓
陽
曲
』
、
是
れ
其
の
遺
音
な
り
」
と
。
『
唐
書
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ょ
う
と
く

楽
志
に
、
「
『
唯
陽
操
』
は
春
憤
を
用
う
」
と
日
う
は
乱
れ
な
り
。
按
ず
る
に
『
漢
書
』

に
日
く
、
「
梁
の
孝
王
 
碓
菊
瓦
を
広
む
る
こ
と
七
十
二
里
」
と
。
早
る
に
十
二
里
と

 
 
 
 
 
 
い
ず

云
う
は
、
未
だ
敦
れ
の
実
な
る
か
を
知
ら
ず
。

 
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
秦
の
長
城
建
設
を
歌
う
「
築
城
曲
」
が
あ
り
、
そ
れ
は
長
城
を

築
い
て
異
民
族
を
防
ぐ
こ
と
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
 
一
方
、
「
築
城
碓
陽
曲
」
「
碓
陽

曲
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
曲
が
別
に
あ
っ
て
、
漢
の
梁
の
孝
王
が
創
設
し
た
楽
曲
で
、
小
さ

な
太
鼓
で
リ
ズ
ム
を
取
り
、
城
を
築
く
も
の
が
ツ
チ
で
そ
れ
に
合
わ
せ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

 
ど
ち
ら
も
古
辞
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
『
楽
府
詩
集
』
に
は
、
ま
ず
張
籍
の
こ
の
詩
を
「
築

城
曲
」
と
し
て
載
せ
、
次
に
元
積
の
五
言
五
解
(
四
句
一
解
)
の
作
一
首
と
陸
亀
蒙
の
五

言
四
句
の
二
首
を
載
せ
て
い
る
。

 
そ
の
他
、
『
全
唐
詩
』
で
は
、
顧
況
の
「
上
古
之
什
補
亡
訓
傳
十
三
章
」
に
「
築
城
二

章
」
(
巻
二
六
四
、
章
四
言
八
句
)
が
あ
り
、
晩
唐
の
劉
駕
の
「
築
台
詞
」
(
巻
五
八
五
)

が
一
に
「
築
城
詞
」
に
作
り
(
五
言
四
句
)
、
曹
郭
に
「
築
城
三
首
」
(
巻
五
九
二
、
五
言

四
句
)
、
顧
雲
に
「
築
城
篇
」
(
巻
六
三
七
、
七
言
一
六
句
)
が
見
え
る
。

 
こ
れ
ら
を
含
め
て
、
築
城
を
扱
っ
た
作
品
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
【
補
】
の
部
分
で
触

れ
る
こ
と
に
す
る
。

【
本
文
・
書
き
下
し
文
】

1
築
城
庭

2
千
人
萬
人
抱
把
杵

3
重
重
土
日
試
行
錐

4
軍
吏
執
心
催
三
下

5
來
時
一
年
深
磧
裏

6
借
着
短
衣
渇
無
水

7
力
壼
不
得
休
杵
聲

8
杵
聲
未
定
人
皆
死

9
家
家
養
男
當
門
戸

10

｡
日
作
君
城
下
土

城
を
築
く
処

千
人
万
人
 
杵
を
抱
き
生
る

重
重
と
し
て
土
は
堅
く
 
試
み
に
錐
を
行
う
も

軍
吏
 
鞭
を
執
り
 
催
し
て
遅
し
と
肥
す

来
り
し
時
よ
り
一
年
 
深
磧
の
裏

尽
く
短
衣
を
着
て
 
渇
す
る
も
水
無
し

力
尽
く
る
も
 
杵
声
を
休
む
る
を
得
ず

杵
声
高
だ
定
ま
ら
ず
し
て
 
人
皆
な
死
す

家
家
 
男
を
養
い
て
 
門
戸
に
当
つ
る
に

今
日
 
君
が
城
下
の
土
と
作
る

【
口
語
訳
】

1
長
城
を
築
く
と
こ
ろ
で
は

2
三
千
三
富
も
の
人
々
が
 
ツ
チ
を
し
っ
か
り
と
抱
き
握
っ
て
い
る

3
重
な
り
合
っ
て
土
は
硬
く
な
り
 
キ
リ
で
刺
し
て
試
せ
る
ほ
ど
に
な
っ
て
も

4
軍
の
役
人
は
鞭
を
持
ち
 
仕
事
が
遅
い
と
遅
い
と
催
促
す
る

5
こ
こ
へ
来
て
か
ら
一
年
深
い
砂
漠
の
中
で
過
ご
し

6
着
る
物
は
み
ん
な
短
い
衣
 
の
ど
が
渇
い
て
も
水
も
な
い

7
力
尽
き
て
も
 
手
を
休
め
て
ツ
チ
音
を
停
め
る
こ
と
は
で
き
ず

8
ツ
チ
音
が
調
わ
な
い
う
ち
に
 
み
な
死
ん
で
し
ま
う

9
家
ご
と
に
男
子
を
養
っ
て
 
一
家
の
支
え
と
し
て
い
る
の
に
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｡
や
 
大
君
の
城
壁
の
下
の
土
く
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

戸裏錐庭＿
・1・・押
土上遅杵韻
1声ll一
上六感上
声止平声
一 六八
○水低語
姥・
 死

 上
 声
 五
 旨

(
古
詩
型
押
)

【
語
釈
】

1
・
2
 
築
城
処
、
千
人
万
人
抱
把
杵

〔
築
城
処
〕
長
城
を
築
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
。

 
「
築
城
」
は
、
こ
こ
で
は
長
城
を
築
く
こ
と
。
築
城
を
扱
っ
た
詩
に
つ
い
て
は
【
補
】

の
部
分
で
触
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
と
ば
の
用
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
る
に
止
め
る
。
古

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
う

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
 
 
 
 
よ
ノ
 

く
『
毛
詩
』
大
雅
「
文
王
有
声
」
に
「
築
城
伊
滅
、
作
型
伊
匹
」
(
城
を
築
く
 
停
れ
滅
、
豊

 
 
 
 
 
 
ひ
つ

を
作
る
 
伊
れ
匹
)
の
句
が
見
え
る
。
文
王
が
豊
の
地
に
城
を
築
い
た
こ
と
を
称
え
る
も

の
で
あ
る
。
六
朝
詩
で
は
、
飽
照
の
「
磯
況
南
王
」
(
『
集
注
』
巻
四
)
に
「
築
城
思
堅
剣

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
る
ど

思
利
、
酒
盛
同
衰
運
相
棄
」
(
城
を
築
く
に
は
堅
か
ら
ん
こ
と
を
思
い
 
剣
に
は
利
か
ら

 
 
 
 
 
 
 
レ
 
コ
も

ん
こ
と
を
思
う
、
同
に
盛
ん
に
同
に
衰
え
 
相
い
棄
つ
る
増
し
)
と
い
う
用
例
が
あ
る
。

唐
詩
に
お
い
て
は
、
後
に
【
補
】
の
部
分
に
引
く
例
の
ほ
か
、
李
白
の
「
戦
城
南
」
(
王

碕
注
本
巻
三
)
に
「
秦
家
築
城
備
胡
処
、
漢
家
還
有
峰
火
燃
」
(
秦
家
 
城
を
築
い
て

胡
に
備
え
し
処
、
漢
家
 
還
た
峰
火
の
燃
ゆ
る
有
り
)
と
い
う
な
ど
の
例
が
見
え
る
。

 
な
お
、
『
唐
文
粋
』
『
楽
府
詩
集
』
等
は
「
処
」
を
「
去
」
に
作
っ
て
い
る
。
「
去
」
で

あ
れ
ば
、
「
城
を
築
き
に
出
か
け
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

〔
千
人
万
人
〕
何
厚
謝
万
も
の
人
々
が
。
飾
り
気
の
な
い
平
明
な
措
辞
で
、
長
城
建
設
に

か
り
出
さ
れ
た
民
衆
の
口
調
を
借
り
た
、
口
語
的
な
表
現
と
思
わ
れ
る
。

 
詩
に
お
け
る
以
前
の
用
例
は
杜
甫
に
二
例
見
え
る
の
み
。
「
李
磁
心
丈
人
胡
馬
行
」
(
『
二

二
』
八
六
)
に
「
自
衿
胡
驕
奇
絶
代
、
乗
出
千
人
万
人
愛
」
(
自
ら
坐
る
 
胡
驕
は
 
奇

な
る
こ
と
絶
代
、
乗
り
出
つ
れ
ば
 
千
人
万
人
愛
す
と
)
と
い
い
、
「
清
明
」
(
『
詳
註
』

巻
二
三
)
に
「
著
処
繁
華
衿
煙
焔
、
長
沙
千
人
万
人
出
」
(
霊
迎
 
繁
華
 
是
の
日
に
託

る
、
長
沙
 
千
人
万
人
出
づ
)
と
い
う
。
前
者
は
心
悸
が
馬
を
自
慢
す
る
口
吻
を
そ
の
ま

ま
伝
え
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
前
の
句
の
「
著
処
」
も
「
至
る
と
こ
ろ
」
の
意
の
口
語

で
あ
り
(
前
掲
塩
見
邦
彦
氏
『
唐
詩
口
語
の
研
究
』
参
照
)
、
と
も
に
口
語
的
な
表
現
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

張
籍
に
は
こ
の
一
例
の
み
。

〔
抱
把
杵
〕
「
杵
」
は
土
を
打
ち
固
め
る
ツ
チ
。
「
抱
把
1
1
い
だ
き
に
ぎ
る
」
と
い
う
の
は

そ
れ
を
し
っ
か
り
と
握
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
「
抱
把
」
の
こ
と
ば
は
、

他
に
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
。

 
静
嘉
堂
抄
本
と
『
全
唐
詩
』
巻
三
八
二
は
「
斉
把
杵
」
に
作
り
、
『
唐
文
粋
』
『
楽
府
詩

集
』
は
「
斉
抱
杵
」
に
作
る
。
こ
れ
ら
に
従
え
ば
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が
み
ん
な
揃
っ
て

「
杵
」
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

 
な
お
、
「
杵
」
の
文
字
が
詩
に
用
い
ら
れ
る
場
合
、
以
前
の
例
で
は
大
部
分
が
キ
ヌ
タ

の
意
で
あ
り
、
こ
れ
と
薬
を
つ
く
キ
ネ
の
意
味
で
の
用
例
が
(
月
中
の
ウ
サ
ギ
の
例
を
も

含
む
)
、
ほ
ぼ
す
べ
て
を
占
め
て
い
る
。
城
壁
を
固
め
る
ツ
チ
の
意
で
用
い
た
用
例
は
見

当
た
ら
な
い
よ
う
だ
。

 
後
の
例
に
は
な
る
が
、
ツ
チ
の
意
味
で
「
抱
」
の
文
字
と
と
も
に
用
い
た
例
と
し
て
、

干
漬
の
「
長
城
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
五
九
九
)
に
「
死
者
倍
堪
傷
、
優
屍
猶
抱
杵
」
(
死
者

 
倍
ま
す
傷
む
に
堪
え
た
り
、
静
思
 
猶
お
杵
を
抱
く
)
の
句
が
あ
る
。
こ
の
詩
と
同
じ

く
、
長
城
建
設
に
か
り
出
さ
れ
た
民
衆
の
苦
労
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。

 
冒
頭
の
二
句
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が
長
城
建
設
の
労
役
に
か
り
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

い
う
。
訓
注
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
二
句
は
陸
亀
蒙
の
「
築
城
詞
」
(
『
全
唐
詩
』
巻

六
二
七
)
の
「
城
上
一
号
土
、
手
中
千
万
杵
」
(
城
上
 
一
措
の
土
、
手
中
 
千
万
の
杵
)

と
い
う
表
現
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

3
・
4
 
重
重
土
堅
試
行
錐
、
軍
吏
執
鞭
豊
作
遅

〔
重
重
土
堅
〕
「
重
重
」
は
重
な
る
形
容
。
土
を
何
層
に
も
重
ね
て
、
ツ
チ
で
突
き
固
め

て
行
く
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
「
版
築
」
の
技
法
で
あ
る
。

 
詩
に
お
け
る
用
例
と
し
て
は
、
王
乳
の
「
陪
上
桑
」
(
『
文
苑
英
華
』
巻
二
〇
八
)
に
「
重

重
相
蔭
影
、
軟
弱
三
巴
芳
」
(
重
重
と
し
て
 
習
い
蔭
早
し
、
軟
弱
に
し
て
 
自
ず
か
ら

芥
芳
)
と
い
う
例
が
あ
る
。
桑
の
葉
が
重
な
り
合
う
形
容
で
あ
る
。

 
唐
詩
に
お
い
て
は
、
張
説
の
「
無
骨
票
起
居
優
松
篇
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
八
六
)
に
「
懸

池
的
的
停
華
露
、
優
蓋
重
重
払
瑞
雲
」
(
池
に
懸
か
り
て
 
的
的
と
し
て
 
華
露
を
停
め
、

傷
蓋
 
重
重
 
瑞
雲
を
払
う
)
と
い
う
な
ど
の
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
松
の
枝
が
重
な
り
合

う
形
容
。
以
上
の
二
例
の
よ
う
に
、
植
物
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
他
に
衣
服
や
宮

殿
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
。

 
杜
甫
に
は
三
例
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
「
百
舌
」
(
『
評
註
』
巻
一
二
)
に
「
百
舌
来
何

処
、
重
重
回
報
春
」
(
百
舌
 
何
れ
の
処
よ
り
か
来
た
る
、
重
重
と
し
て
 
砥
だ
春
を
報
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ず
)
と
い
い
、
「
風
疾
舟
中
伏
枕
五
心
三
十
六
韻
奉
呈
湖
南
親
友
」
(
巻
二
三
)
に
「
烏
几

重
重
縛
、
鶉
衣
寸
寸
針
」
(
烏
几
 
重
重
に
縛
り
、
鶉
衣
 
寸
寸
に
思
す
)
と
い
う
例
は
、

動
作
が
重
な
る
こ
と
1
1
回
数
が
多
い
こ
と
を
い
う
例
の
よ
う
で
あ
る
。

 
張
籍
に
は
他
に
六
例
の
用
例
が
あ
り
、
好
ん
で
用
い
た
表
現
の
一
つ
と
い
え
る
か
も
し

れ
な
い
。
張
籍
も
植
物
に
関
し
て
用
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
1
5
「
廃
宅
行
」
に
「
去
時
禾

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黍
埋
地
中
、
飢
兵
掘
土
翻
重
重
」
(
去
る
時
 
禾
黍
 
地
中
に
埋
む
、
位
署
 
土
を
掘
り

て
 
翻
す
こ
と
重
重
)
と
い
う
の
は
動
作
の
重
な
り
で
、
何
度
も
あ
ち
こ
ち
を
掘
り
起
こ

す
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

 
な
お
、
築
城
に
関
し
て
堅
さ
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
に
引
い
た

飽
照
の
例
も
あ
り
、
唐
詩
に
お
い
て
は
張
説
の
「
岳
州
行
郡
竹
擁
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
八
六
)

に
「
版
築
恐
土
疏
、
皇
城
嫌
役
重
」
(
版
築
 
土
の
疏
な
る
を
恐
れ
、
嚢
城
 
役
の
重
き

を
嫌
う
)
と
い
う
な
ど
の
例
が
あ
る
。

〔
試
行
錐
〕
土
が
堅
く
な
っ
た
か
ど
う
か
、
キ
リ
で
刺
し
て
試
し
て
み
る
。

 
「
錐
」
は
キ
リ
。
詩
に
お
い
て
は
、
「
嚢
中
の
錐
」
や
「
錐
刀
の
用
」
の
慣
用
表
現
で

用
い
ら
れ
る
ほ
か
、
尖
っ
た
も
の
、
鋭
い
も
の
の
代
名
詞
と
し
て
し
ば
し
ば
詩
に
詠
じ
ら

れ
る
。
元
積
の
「
大
紫
烏
」
(
『
元
積
集
』
巻
一
)
に
も
「
有
力
強
如
鵤
、
有
爪
利
如
錐
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
や
ぶ
さ

(
力
有
り
て
 
強
き
こ
と
鵤
の
如
く
、
爪
有
り
て
 
利
き
こ
と
錐
の
如
し
)
の
句
が
あ

る
。 

「
行
錐
」
で
、
キ
リ
で
刺
す
の
意
で
あ
ろ
う
。
用
例
は
未
見
。

 
『
全
唐
詩
』
注
に
よ
れ
ば
、
「
用
錐
」
に
作
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
。
発
注
も
い
う
よ
う

に
、
ど
ち
ら
で
も
意
味
の
上
で
は
大
差
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
「
用
錐
」
で
あ
れ
ば
、
『
荘
子
』

秋
水
に
「
是
直
情
管
閾
天
、
用
岬
山
地
理
。
不
雪
濁
乎
」
と
い
う
文
が
あ
る
。
「
用
」
は

「
以
」
と
同
じ
で
、
介
詞
と
し
て
の
用
法
だ
ろ
う
。
「
用
錐
」
も
用
例
は
見
ら
れ
な
い
。

 
「
試
行
」
の
形
で
詩
に
用
い
ら
れ
た
例
と
し
て
は
、
六
朝
期
に
一
例
、
中
唐
期
に
二
例

を
見
出
せ
た
が
、
「
行
」
の
文
字
は
す
べ
て
「
ゆ
く
」
の
意
の
よ
う
で
あ
る
。

 
「
試
用
」
は
独
孤
及
の
「
骨
桶
州
王
録
事
之
任
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
二
四
七
)
に
「
盤
根

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
 
 
 
 
 
 
あ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
い
し

憾
相
値
、
試
用
発
刑
刀
」
(
盤
根
 
軽
し
相
い
値
わ
ば
、
試
み
に
用
い
ん
 
硯
を
発
す
る

の
刀
)
と
い
う
句
が
見
え
る
ほ
か
、
詩
に
お
け
る
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
。

 
「
錐
」
の
文
字
、
張
籍
は
こ
こ
に
の
み
用
い
て
お
り
、
「
試
行
」
「
試
用
」
の
例
は
こ
れ

の
み
。〔

軍
吏
〕
軍
隊
の
将
帥
を
指
す
こ
と
ば
と
し
て
『
周
礼
』
等
に
見
え
る
が
、
こ
こ
で
は
軍

隊
に
属
す
る
小
役
人
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
築
城
作
業
の
監
視
役
で
あ
る
。

 
以
前
の
詩
に
お
い
て
こ
の
こ
と
ば
が
用
い
ら
れ
た
例
は
、
杜
甫
の
「
将
暁
二
首
」
其
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
ぐ

(『

ﾚ
註
』
巻
一
四
)
に
「
軍
吏
 
官
燭
、
舟
人
自
楚
歌
」
(
軍
吏
官
燭
を
 
ら
し
、
舟

人
 
自
ら
楚
歌
す
)
と
い
う
の
が
唯
一
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
杜
甫
の
旅
立
ち
を
見
送

り
に
来
た
軍
隊
の
役
人
を
い
う
よ
う
だ
。

 
張
籍
に
は
も
う
一
例
、
7
1
「
送
防
秋
将
」
に
「
元
戎
選
部
曲
、
軍
吏
換
施
旗
」
(
元
戎

 
部
曲
を
選
び
、
軍
吏
 
族
旗
を
換
う
)
の
句
が
あ
る
。

 
こ
と
ば
の
用
例
は
少
な
い
が
、
長
城
建
設
作
業
の
監
視
の
役
人
が
詠
じ
ら
れ
る
例
は
以

前
か
ら
あ
り
、
陳
琳
の
「
飲
馬
長
城
窟
行
」
(
『
玉
壷
新
論
』
巻
一
)
に
も
「
長
城
吏
」
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
の
ず
か

登
場
し
て
、
「
官
裁
自
有
程
、
愈
愈
譜
船
止
」
(
官
作
 
 
自
ら
程
有
り
、
築
を
挙
げ
て

 
 
 
 
と
と
の

汝
が
声
を
譜
え
よ
)
と
仕
事
を
催
促
す
る
。
杜
甫
の
「
撞
関
吏
」
(
『
詳
註
』
巻
斗
)
に

も
、
溝
関
の
城
壁
建
設
を
監
督
す
る
役
人
が
登
場
し
て
い
る
。

〔
執
鞭
催
作
遅
〕
ム
チ
を
持
っ
て
、
仕
事
が
遅
い
と
催
促
す
る
。

 
「
執
鞭
」
は
ム
チ
を
持
つ
。
陳
注
は
『
論
語
』
述
而
に
「
富
而
可
求
也
、
錐
執
鞭
之
士
、

吾
亦
為
之
」
(
富
に
し
て
求
む
べ
く
ん
ば
、
執
鞭
の
士
と
錐
も
、
吾
れ
亦
た
之
を
為
さ
ん
)

と
い
う
の
を
引
く
。
こ
れ
は
御
者
が
馬
の
ム
チ
を
持
つ
と
い
う
例
。

 
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
人
に
対
し
て
へ
り
く
だ
り
、
下
働
き
を
務
め
る
こ
と
の
表
現
に
用

い
ら
れ
る
。
六
朝
詩
に
は
一
例
し
か
見
い
だ
し
得
な
か
っ
た
が
、
そ
の
国
防
の
「
贈
王
僧

濡
詩
」
(
『
梁
書
』
野
僧
濡
伝
)
に
「
誰
其
白
重
、
吾
為
子
御
」
(
誰
か
其
れ
 
鞭
を
執
る
、

判
れ
子
の
為
に
御
せ
ん
)
と
い
う
の
も
、
そ
の
例
。

 
唐
詩
の
先
行
す
る
例
は
二
例
の
み
の
よ
う
で
あ
る
が
、
孟
浩
然
の
「
書
懐
胎
京
邑
同
好
」

(『

S
唐
詩
』
巻
一
五
九
)
に
「
執
鞭
慕
夫
子
、
悪
霊
懐
毛
公
」
(
鞭
を
執
り
て
 
夫
子
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
も

慕
い
、
激
を
捧
げ
て
 
毛
公
を
懐
う
)
と
い
い
、
顧
況
の
「
帰
陽
物
肩
書
丁
行
者
能
修
無

生
忍
埋
水
施
僧
況
帰
命
稽
首
作
詩
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
二
六
四
)
に
「
化
仏
示
持
帯
、
仲
尼

称
執
鞭
」
(
化
仏
 
帯
を
持
つ
を
示
し
、
仲
尼
 
鞭
を
執
る
と
称
す
)
と
い
う
の
も
、
同

様
で
あ
る
。

 
習
字
に
も
う
一
例
、
7
8
「
贈
股
山
人
」
に
「
講
序
居
重
席
、
群
雨
願
執
鞭
」
(
講
序

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ

重
席
に
居
り
、
群
儒
 
執
鞭
を
願
う
)
と
い
う
の
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。

 
た
だ
し
、
役
人
が
人
民
を
む
ち
打
つ
と
い
う
描
写
は
、
以
前
に
も
例
が
あ
る
。
高
適
の

「
封
蝋
県
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
一
＝
三
)
に
「
拝
迎
官
長
心
欲
砕
、
鞭
歯
舞
庶
直
人
悲
」
(
官

長
を
拝
迎
し
て
 
心
砕
け
ん
と
欲
し
、
黎
庶
を
鞭
捷
し
て
 
人
を
し
て
悲
し
ま
し
む
)
と

い
い
、
元
結
の
「
春
蒔
行
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
二
四
一
)
に
「
追
丁
尚
不
忍
、
忌
日
鞭
撲
之
」

(
追
呼
す
る
す
ら
 
尚
お
忍
び
ず
、
況
ん
や
乃
ち
 
之
を
鞭
撲
す
る
を
や
)
と
い
う
な
ど

の
例
が
あ
る
。

 
杜
甫
の
「
自
尊
赴
奉
町
鳶
詠
懐
五
百
字
」
(
『
詳
註
』
巻
四
)
に
も
「
形
庭
所
雪
吊
、
本

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
う
て
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
と

自
皇
女
出
。
鞭
捷
其
夫
家
、
樽
酒
受
業
閾
」
(
形
庭
 
分
か
つ
所
の
用
、
本
 
寒
女
よ
り

出
づ
。
其
の
夫
家
を
鞭
捷
し
、
聚
敏
し
て
 
城
闘
に
貢
す
)
と
い
う
例
が
あ
り
、
 
一
般
民

衆
の
悲
惨
な
状
況
を
描
き
出
し
て
い
る
。
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こ
の
二
句
、
労
役
に
か
り
出
さ
れ
た
人
々
が
つ
き
固
め
て
、
キ
リ
で
堅
さ
を
確
か
め
ら

れ
る
ほ
ど
に
な
っ
て
も
、
監
督
の
役
人
は
満
足
せ
ず
、
早
く
や
れ
と
鞭
打
た
れ
る
こ
と
を

い
う
。
作
業
の
正
確
さ
の
上
に
、
迅
速
さ
ま
で
要
求
さ
れ
る
と
い
う
、
極
め
て
過
酷
な
状

況
で
あ
る
。

5
・
6
 
来
時
一
年
深
磧
裏
、
尽
着
短
慮
渇
無
水

〔
来
時
一
年
〕
李
樹
寒
期
に
い
う
よ
う
に
、
こ
こ
に
来
て
か
ら
一
年
が
過
ぎ
た
、
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
来
時
」
も
二
年
」
も
常
用
語
で
詩
の
中
に
も
膨
大
な
用
例
が
あ
る

が
、
「
夏
時
一
年
目
は
用
例
を
探
し
得
な
か
っ
た
。

〔
耳
環
裏
〕
「
磧
」
は
も
と
も
と
、
河
原
や
中
洲
を
意
味
す
る
文
字
で
あ
る
が
、
零
参
の

「
磧
中
年
」
の
詩
題
に
端
的
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
砂
漠
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。

 
「
深
磧
」
の
語
は
以
前
の
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
。
同
時
期
の
挑
合
の
「
魚
尾
孤
喚
評

事
々
豊
州
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
四
九
六
)
に
「
深
磧
路
移
唯
馬
鐸
、
断
瑞
風
起
与
鵬
平
」
(
深

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
し

磧
 
路
移
り
て
 
唯
だ
馬
の
み
覚
え
、
断
蓬
 
風
起
こ
り
て
 
鵬
と
平
ら
か
な
り
)
の
句

が
あ
る
。

〔
尽
着
短
衣
〕
み
な
短
い
着
物
を
着
て
い
る
。

 
「
短
衣
」
は
、
短
い
着
物
。
『
史
記
』
叔
孫
通
伝
に
、
儒
服
を
着
て
高
祖
か
ら
憎
ま
れ

た
叔
密
通
が
楚
製
の
「
着
衣
」
に
着
替
え
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
見
え
る
。

 
六
朝
の
詩
に
は
一
例
が
見
え
る
の
み
。
梁
の
武
帝
の
「
郁
郷
歌
」
(
『
楽
府
詩
集
』
巻
七

六
。
『
古
詩
紀
』
は
晋
の
雑
曲
歌
辞
と
も
し
て
い
る
)
に
「
短
衣
妾
不
傷
、
南
山
為
君
老
」

(
短
衣
 
妾
は
傷
ま
ず
、
南
山
 
君
が
為
に
老
い
ん
)
と
い
う
。
こ
れ
は
女
性
の
例
で
あ

る
が
、
民
衆
の
衣
服
の
例
で
あ
ろ
う
。

 
唐
詩
で
は
、
杜
甫
以
外
に
先
例
が
見
ら
れ
な
い
が
、
杜
甫
に
は
五
例
の
用
例
が
あ
り
、

好
ん
で
用
い
た
こ
と
ば
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
中
で
「
送
舎
弟
穎
赴
野
州
三
首
」
其
三
(
『
詳

聞
』
巻
一
四
)
に
「
短
髪
防
戦
地
、
匹
馬
逐
秋
風
」
(
短
衣
 
戦
地
に
防
ぎ
、
匹
馬
 
秋

風
を
逐
う
)
と
い
う
の
は
、
戦
乱
の
地
で
は
貧
し
い
格
好
を
し
て
防
備
せ
よ
と
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
部
分
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

 
張
籍
に
は
他
に
一
例
、
P
「
江
村
行
」
に
「
山
場
隣
隣
在
水
底
、
短
衣
半
高
論
中
泥
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れ
て

(
耕
馬
 
酒
淫
と
し
て
 
水
底
に
在
り
、
短
衣
 
半
ば
染
ま
る
 
藍
中
の
泥
)
の
句
が
あ

る
。
こ
れ
も
民
衆
の
衣
服
を
描
写
し
た
例
で
あ
る
。

 
「
潤
筆
」
、
『
唐
文
粋
』
『
楽
府
詩
集
』
で
は
「
着
旧
」
に
作
る
。
こ
ち
ら
で
あ
れ
ば
「
着

る
は
尽
く
短
衣
に
し
て
」
の
訓
み
に
な
ろ
う
。

〔
渇
無
水
〕
の
ど
が
渇
い
て
も
、
水
も
な
い
。
民
衆
の
極
限
状
態
を
描
い
て
い
る
。

 
極
限
的
な
飢
え
の
方
は
詩
に
し
ば
し
ば
登
場
し
、
「
隔
琴
歌
」
二
首
其
一
(
『
楽
府
詩
集
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
か
ん

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ

巻
二
五
)
に
「
食
糧
乏
尽
若
為
活
、
救
我
来
、
草
野
来
」
(
食
糧
 
乏
尽
き
 
眠
く
る
を
若
為

せ
ん
、
我
を
救
い
来
た
れ
、
我
を
救
い
来
た
れ
)
と
い
い
、
王
藥
の
「
七
哀
詩
二
首
」
其

一
(
『
文
選
』
巻
二
三
)
に
「
路
有
飢
婦
人
、
抱
子
棄
草
間
」
(
路
に
飢
え
た
る
婦
人
有
り
、

子
を
抱
き
て
 
草
間
に
棄
つ
)
と
い
う
な
ど
の
例
が
あ
る
。
杜
甫
の
「
自
京
赴
奉
先
県
詠

懐
五
百
字
」
(
前
出
)
に
も
「
入
門
聞
号
眺
、
幼
子
餓
弱
卒
」
(
門
を
入
り
て
 
号
眺
を
聞

く
、
幼
子
 
餓
え
て
已
に
卒
す
)
と
い
う
傷
ま
し
い
表
現
が
あ
る
。

 
こ
れ
に
対
し
渇
き
の
方
は
、
友
人
に
会
い
た
い
気
持
ち
の
比
喩
や
、
ご
く
一
般
的
な
喉

の
渇
き
を
表
現
し
た
も
の
が
多
く
、
こ
の
よ
う
な
命
に
関
わ
る
切
実
な
渇
き
が
表
現
さ
れ

た
例
は
、
あ
ま
り
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
同
時
期
の
白
居
易
の
「
旱
熱
二
首
」
其

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
る
が
え

二
(
三
〇
二
六
)
に
「
飛
禽
智
将
堕
、
行
人
渇
欲
狂
」
(
飛
禽
 
 
鷹
っ
て
将
に
堕
ち
ん

と
し
、
行
人
 
渇
し
て
狂
わ
ん
と
欲
す
)
と
い
う
の
は
、
そ
の
乏
し
い
例
の
一
つ
と
い
え

よ
う
。

 
飲
み
水
が
な
い
意
味
で
の
「
無
水
」
の
用
例
は
、
張
籍
に
も
う
一
例
、
翻
「
白
竈
吟
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
だ
せ
い

に
「
六
月
人
家
井
無
水
、
夜
聞
竈
野
人
尽
起
」
(
六
月
 
人
家
 
井
に
水
無
く
、
夜
 
竈
声

を
聞
き
て
 
人
尽
く
起
く
)
と
い
う
ほ
か
、
六
朝
詩
・
唐
詩
と
も
に
見
当
た
ら
な
い
よ
う

で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
旱
魎
の
表
現
。
な
お
、
「
渇
」
の
文
字
は
、
張
籍
に
は
他
に
用
例
が

見
え
な
い
。

 
こ
の
一
年
間
の
苦
労
を
振
り
返
る
二
句
。

の
面
の
苦
し
み
が
痛
切
に
描
か
れ
て
い
る
。

6
句
は
、
衣
食
住
の
う
ち
の
、
衣
と
食
(
飲
)

7
・
8
 
力
尽
不
得
休
杵
声
、
杵
声
未
定
人
皆
死

〔
力
尽
不
得
休
湿
声
〕
力
は
な
く
な
っ
て
も
、
ツ
チ
の
音
を
停
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

力
尽
き
て
も
、
作
業
は
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
2
「
抱
把
杵
」
の
語
釈
で
触
れ
た
よ
う
に
、
以
前
の
詩
で
は
、
「
杵
」
の
文
字
は
大
部

分
が
キ
ヌ
タ
の
用
例
で
あ
り
、
「
杵
声
」
の
語
も
、
以
前
の
詩
の
用
例
は
全
て
、
秋
の
夜

に
衣
を
打
つ
音
を
聞
く
と
い
う
よ
う
な
お
決
ま
り
の
文
脈
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
六

朝
詩
で
は
謝
恵
連
の
「
藤
衣
」
(
『
文
選
』
巻
三
〇
)
に
「
欄
高
砧
心
墨
、
櫨
長
杵
声
哀
」

 
て
す
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
し
ら

(
欄
高
く
し
て
 
砧
響
発
し
、
檀
長
く
し
て
 
杵
声
哀
し
。
欄
の
字
は
集
注
本
に
よ
る
)

と
い
う
用
例
が
あ
る
。

 
唐
詩
で
は
、
戎
豊
の
「
秋
月
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
二
七
〇
)
に
「
江
干
三
夜
杵
声
秋
、
百

尺
疏
桐
桂
斗
牛
」
(
江
干
 
夜
に
入
り
て
 
杵
声
秋
な
り
、
百
尺
の
疏
桐
 
斗
牛
を
桂
く
)
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と
い
い
、
王
建
の
「
播
衣
曲
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
二
九
八
)
に
「
婦
姑
相
対
神
力
生
、
双
榿

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
か

白
腕
調
杵
声
」
(
婦
姑
 
相
い
対
し
て
 
神
力
生
じ
、
双
つ
な
が
ら
白
腕
を
撞
げ
て
 
杵

 
 
と
と
の

声
を
調
う
)
と
い
い
、
孟
郊
の
「
聞
砧
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
三
七
四
)
に
「
杵
声
不
為
衣
、

三
瀬
遊
子
帰
」
(
杵
声
 
衣
の
為
な
ら
ず
、
遊
子
を
し
て
帰
ら
し
め
ん
と
欲
す
)
と
い
う

な
ど
の
用
例
が
あ
る
。

 
張
籍
以
後
で
、
干
潰
の
「
馬
場
夜
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
五
九
九
)
に
「
城
上
低
声
発
、
城

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ

下
定
声
量
」
(
城
上
 
上
声
発
し
、
城
下
 
杵
替
歌
く
)
と
い
う
例
は
、
ツ
チ
の
音
の
例

で
あ
ろ
う
。

 
な
お
、
李
冬
生
注
は
「
杵
声
」
を
働
く
人
々
の
歌
声
と
解
す
る
が
、
素
直
に
ツ
チ
の
音

と
解
し
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

〔
杵
声
未
定
人
皆
死
〕
ツ
チ
の
音
の
調
子
が
と
と
の
わ
ぬ
う
ち
に
、
人
は
み
な
死
ん
で
し

ま
う
。

 
「
未
定
」
は
静
嘉
堂
本
・
『
全
唐
詩
』
は
「
未
尽
」
に
作
り
、
徐
注
は
「
非
な
り
」
と

す
る
が
、
こ
ち
ら
で
も
解
釈
で
き
よ
う
。
先
に
引
い
た
陳
琳
の
「
飲
馬
長
城
雪
行
」
に
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
と
の

「
胡
弓
幽
趣
声
」
(
築
を
挙
げ
て
 
汝
が
声
を
譜
へ
よ
)
と
い
う
句
が
あ
っ
た
。

 
「
未
尽
」
で
あ
れ
ば
、
「
ツ
チ
の
音
も
消
え
な
い
の
に
」
。
似
た
表
現
と
し
て
は
、
後
の

例
で
文
字
の
異
同
も
あ
る
が
、
忌
避
の
「
築
台
詞
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
五
八
五
)
に
「
前
杵

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
ど

与
後
杵
、
築
城
声
不
住
」
(
前
杵
と
後
杵
と
、
城
を
築
い
て
 
声
住
ま
ら
ず
)
の
句
が
あ

る
。
た
だ
し
、
『
全
唐
詩
』
で
は
、
二
字
に
注
し
て
二
に
功
に
作
る
」
と
い
う
。

 
「
人
皆
死
」
と
い
う
の
も
、
ス
ト
レ
ー
ト
で
強
い
表
現
。
「
皆
死
」
の
こ
と
ば
の
用
例

を
詩
に
求
め
る
と
、
質
至
の
「
燕
歌
行
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
毛
三
五
)
に
「
六
四
将
士
皆
死

尽
、
戦
馬
空
二
進
故
意
」
(
六
軍
の
将
士
 
皆
な
町
尽
く
し
、
戦
馬
 
鞍
を
空
し
く
し
て

 
故
営
に
帰
る
)
と
い
う
な
ど
の
例
が
遅
い
出
せ
る
。
こ
れ
は
戦
死
を
表
現
し
た
も
の
。

 
こ
の
二
句
、
い
わ
ゆ
る
蝉
聯
体
を
用
い
て
、
聴
覚
の
面
か
ら
表
現
し
て
い
る
。
死
ん
で

も
作
業
を
や
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
苛
酷
な
状
況
を
描
写
し
た
二
句
で
あ
る
。

 
「
黒
瀬
」
は
、
語
釈
で
触
れ
た
よ
う
に
、
従
来
は
キ
ヌ
タ
の
音
を
表
現
す
る
こ
と
ば
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
張
籍
は
、
槌
音
を
表
現
す
る
こ
と
ば
と
し
て
新
た
な
用

い
方
を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
訳
だ
が
、
故
郷
で
夫
を
待
つ
妻
が
響
か
せ
る
「
四
声
」

1
ー
キ
ヌ
タ
の
音
と
、
辺
境
で
故
郷
を
思
う
夫
が
た
て
る
「
杵
声
」
H
ツ
チ
の
音
と
を
、
オ

ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ
た
表
現
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
故
郷
の
家
を
意
識
し
た
、

末
尾
の
二
三
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

9
・
1
0
 
家
家
養
男
当
門
戸
、
今
日
作
君
城
下
土

〔
家
家
〕
7
「
征
婦
怨
」
の
第
4
句
に
見
え
た
。
そ
の
【
語
釈
】
参
照
。

〔
養
男
〕
男
を
養
う
。
六
朝
詩
に
用
例
を
見
ず
、
唐
詩
に
お
け
る
用
例
は
、
こ
の
他
に
は

張
砧
の
「
至
剛
歌
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
五
一
〇
)
に
「
養
男
男
癸
婦
、
養
女
女
嫁
夫
」
(
男

 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ

を
養
え
ば
 
男
は
婦
を
嬰
り
、
女
を
養
え
ば
 
女
は
夫
に
嫁
す
)
と
い
う
例
を
見
る
の
み
。

 
た
だ
、
陽
樹
政
注
が
引
く
秦
の
時
の
民
謡
(
『
水
野
』
河
水
注
に
引
く
整
正
『
物
理
論
』

に
記
載
。
た
だ
し
、
陳
琳
の
「
飲
馬
長
城
急
行
」
の
伝
言
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
【
補
】

に
引
く
副
島
氏
論
文
参
照
)
に
「
生
男
慎
莫
挙
、
生
女
哺
用
肺
。
不
見
回
城
下
、
 
骸
相

等
控
」
(
男
を
生
ま
ば
 
慎
ん
で
挙
ぐ
る
莫
れ
、
女
を
生
ま
ば
 
哺
す
る
に
哺
を
用
い
よ
。

見
ず
や
 
長
城
の
下
、
 
骸
 
相
い
支
控
す
る
を
)
と
い
う
よ
う
に
、
戦
乱
な
ど
の
場
合

に
男
を
育
て
る
こ
と
が
無
意
味
に
な
る
と
い
う
表
現
の
例
は
し
ば
し
ば
見
え
る
。

 
張
籍
の
2
「
薩
州
」
に
も
「
生
男
不
能
養
、
畳
音
有
姓
名
」
(
男
を
生
む
も
 
養
う
能

わ
ず
、
身
に
姓
名
有
る
を
櫻
る
)
の
句
が
見
え
た
。
そ
の
【
語
釈
】
参
照
。

〔
当
門
戸
〕
門
戸
は
、
常
見
の
こ
と
ば
。
こ
こ
で
は
家
、
一
族
の
意
。
「
当
門
戸
」
で
、

一
家
を
き
り
も
り
す
る
、
一
族
を
支
え
る
の
意
。
「
家
家
」
が
主
語
な
の
で
、
他
動
詞
に

訓
ん
で
お
い
た
。
似
た
例
と
し
て
、
陳
注
も
引
く
古
楽
府
「
朧
西
行
」
(
『
玉
台
新
詠
』
巻

一
)
に
「
健
配
下
門
戸
、
勝
一
大
丈
夫
」
(
健
婦
 
門
戸
を
持
す
れ
ば
、
一
大
丈
夫
に
勝

る
)
の
句
が
あ
る
。

 
ま
た
、
傅
玄
の
「
苦
相
篇
・
予
章
行
」
(
同
書
巻
二
)
に
は
「
男
児
当
門
戸
、
堕
地
自

生
神
」
(
男
児
 
門
戸
に
当
た
る
、
地
に
堕
ち
れ
ば
 
自
ず
か
ら
神
を
生
ず
)
の
句
が
あ

る
。
男
子
は
一
家
の
支
え
と
な
る
こ
と
を
い
う
。

 
唐
詩
に
は
他
に
一
例
の
み
、
杜
甫
の
「
負
薪
行
」
(
『
二
見
』
巻
一
五
)
に
「
土
風
 
男

を
坐
せ
し
め
 
女
を
し
て
立
た
し
む
、
男
は
門
戸
に
当
た
り
 
女
は
出
入
す
」
(
土
風
二

男
使
女
立
、
男
当
門
戸
女
出
入
)
と
い
う
。
こ
れ
は
男
が
家
で
じ
っ
と
し
て
い
て
女
が
外

で
働
く
菱
州
の
風
俗
を
詠
じ
た
例
で
、
こ
こ
と
は
少
し
異
な
る
。

〔
今
日
〕
こ
れ
も
常
用
語
で
、
詩
に
お
け
る
用
例
も
極
め
て
多
い
。
張
籍
に
も
他
に
一
七

例
の
用
例
が
あ
る
。
辺
境
で
夫
が
死
ぬ
こ
と
に
関
し
て
用
い
た
例
と
し
て
、
拠
「
隣
婦
実

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
え

征
夫
」
に
「
今
日
軍
回
身
独
残
、
経
時
鞍
馬
別
人
騎
」
(
今
日
 
軍
は
回
る
も
 
身
は
独

り
残
し
、
去
り
し
時
の
鞍
馬
 
別
人
量
る
)
と
い
う
句
が
あ
る
。

 
こ
の
結
び
に
「
今
日
」
の
こ
と
ば
を
用
い
る
の
は
、
前
の
句
を
承
け
て
、
故
郷
で
養
わ

れ
て
い
た
過
去
と
現
在
の
対
比
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
奥
に
は
、
悪

名
高
い
始
皇
帝
の
長
城
建
設
と
い
っ
た
過
去
の
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
対
比
も
あ
り
、
さ

ら
に
、
「
今
こ
う
し
て
い
る
瞬
間
も
」
と
、
現
在
進
行
形
を
強
調
す
る
気
持
ち
も
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



張籍詩訳注(6)一「送三曲」「築城詞」一 (畑村 学・橘 英範)十

〔
作
君
城
下
土
〕
天
子
の
城
壁
の
下
の
土
に
な
る
の
だ
。

 
築
城
の
苦
し
み
を
詠
じ
た
飽
溶
の
「
長
城
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
四
八
五
)
に
も
「
生
人
半

直
土
、
何
用
空
中
原
」
(
生
人
 
半
ば
土
と
為
る
、
何
を
用
て
か
 
中
原
を
空
し
く
せ
ん
)

と
い
う
句
が
あ
る
。

 
ま
た
、
曹
鄭
の
「
築
城
三
首
」
其
三
(
『
全
唐
詩
』
巻
五
九
二
)
に
は
「
不
知
城
上
土
、

化
作
宮
中
火
」
(
知
ら
ず
 
城
上
の
土
、
化
し
て
宮
中
の
火
と
な
る
を
)
と
い
う
。
こ
れ

は
秦
の
築
城
で
死
ん
だ
者
の
下
葉
が
燃
え
上
が
り
、
阿
房
宮
を
焦
が
す
火
と
な
っ
た
こ
と

を
い
う
例
の
よ
う
だ
。

 
な
お
、
9
「
野
老
歌
」
に
「
化
用
土
」
と
い
う
表
現
が
見
え
た
。
そ
の
【
語
釈
】
参
照
。

 
結
び
の
二
重
、
先
の
二
句
で
強
い
こ
と
ば
で
労
働
者
た
ち
の
死
を
述
べ
た
の
を
承
け
て
、

そ
の
死
の
意
味
を
問
う
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
家
に
と
っ
て
は
そ
の
死
は
極
め
て
重

い
の
だ
が
、
天
子
に
と
っ
て
は
そ
の
死
は
土
く
れ
の
よ
う
に
軽
い
と
い
う
こ
と
が
対
比
的

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

【
補
】

 
こ
の
詩
、
押
韻
に
よ
れ
ば
、
1
・
2
句
/
3
・
4
句
/
5
～
8
句
/
9
・
1
0
句
と
分
け

ら
れ
る
が
、
李
樹
政
注
に
は
、
1
～
4
句
を
労
役
の
苛
酷
さ
を
描
い
た
第
一
層
、
5
.
 
6

句
を
生
活
の
困
難
さ
を
描
い
た
第
二
層
、
7
・
8
句
を
死
に
ゆ
く
運
命
を
描
い
た
第
三
層

と
し
て
い
る
。

 
張
籍
の
こ
の
詩
は
、
長
城
建
設
に
か
り
出
さ
れ
た
人
々
の
辛
苦
の
様
子
が
中
心
に
な
っ

て
い
る
が
、
築
城
に
関
し
た
詩
の
流
れ
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
中
で
、

秦
の
長
城
建
設
を
批
判
す
る
系
統
の
文
学
作
品
に
つ
い
て
は
、
副
島
一
郎
氏
に
「
孟
姜
女

物
語
・
陳
琳
『
飲
馬
長
城
並
行
』
・
長
城
詩
」
(
『
興
膳
教
授
退
官
記
念
中
国
学
論
集
』
所

収
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
)
が
あ
り
、
唐
傘
の
辺
防
政
策
と
の
関
連
を
含
め
て
、
詳

し
く
考
察
さ
れ
て
い
る
。

 
『
楽
府
詩
集
』
の
「
築
城
曲
」
の
部
分
に
は
由
来
を
示
す
の
み
で
、
古
辞
や
前
代
の
歌

詞
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
長
城
建
設
の
よ
う
な
集
団
の
労
働
に
お
い
て
歌
が
歌
わ
れ
、

リ
ズ
ム
を
取
っ
て
作
業
の
効
率
や
志
気
を
高
め
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
、
極
め
て
自
然

な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
歌
の
中
で
、
労
役
に
苦
し
む
人
々
の
怨
み
が
詠
じ
ら
れ
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

 
『
春
秋
』
裏
公
十
七
年
の
『
左
伝
』
に
も
、
宋
の
皇
国
父
が
平
公
の
た
め
に
、
農
家
の

収
穫
期
に
台
を
築
か
せ
、
子
牢
が
収
穫
期
が
終
わ
る
ま
で
待
つ
よ
う
請
う
た
が
許
さ
れ
ず
、

台
を
築
く
者
た
ち
は
「
沢
門
之
哲
、
実
興
我
役
、
邑
中
之
黙
、
実
慰
仁
心
」
(
沢
門
の
哲

〔
色
の
白
い
人
'
'
皇
国
父
を
い
う
〕
、
実
に
我
が
役
を
興
し
、
邑
中
の
購
〔
色
黒
の
人
1
一

子
牢
を
い
う
〕
、
実
に
我
が
心
を
慰
む
)
と
歌
っ
た
と
い
う
話
が
あ
る
。
後
で
子
牢
が
「
有

誼
有
祝
」
(
呪
っ
た
り
誉
め
た
り
)
と
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
歌
の
前
半
に
も
、

人
民
の
怨
嵯
の
声
が
歌
わ
れ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
 
ロ
つ
レ
 
コ
つ

 
『
毛
詩
』
大
雅
「
縣
」
で
は
、
「
築
之
登
登
、
官
海
漏
鵬
」
(
之
を
築
く
こ
と
 
登
登
た

 
 
 
 
 
 
し
ば
し
ば
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う

り
、
削
る
こ
と
屡
に
し
て
 
漏
 
漏
た
り
)
と
、
多
く
の
人
民
が
城
壁
を
築
く
様
子
が

描
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
有
徳
の
王
の
た
め
に
人
々
が
カ
を
惜
し
ま
ず
楽
し
ん
で
働
く

描
写
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
で
は
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
有
徳
の
王
へ
の
賛

辞
が
、
苛
酷
な
王
に
対
す
る
怨
嵯
の
声
と
表
裏
一
体
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
『
左
伝
』

の
例
か
ら
も
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
築
城
が
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
、
恐
ら
く
労
働
の
苦
労
を

詠
ず
る
歌
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

 
下
っ
て
三
国
の
陳
琳
に
、
語
釈
で
も
し
ば
し
ば
引
い
た
「
飲
馬
長
城
窟
行
」
(
『
玉
壷
新

詠
』
巻
一
)
が
あ
る
。
こ
の
詩
に
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
監
督
の
役
人
が
登
場
し
て
作

業
を
促
す
ほ
か
、
「
男
児
寧
当
格
闘
死
、
何
能
悌
欝
築
長
城
」
(
男
児
 
寧
ろ
当
に
格
闘
し

て
死
す
べ
し
、
何
ぞ
能
く
佛
欝
と
し
て
 
長
城
を
築
か
ん
)
と
、
長
城
建
設
に
か
り
出
さ

れ
た
庶
民
の
声
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
後
半
部
分
は
、
家
に
残
し
た
妻
と
の
手
紙
の
や
り

と
り
と
な
っ
て
お
り
、
「
男
を
生
ま
ば
」
云
々
の
悲
痛
な
こ
と
ば
も
記
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
、
張
籍
の
「
築
城
詞
」
で
は
、
築
城
の
苛
酷
な
労
働
そ
の
も
の
が
主
題
に
な
っ
て
い
る

の
に
対
し
て
、
陳
琳
の
も
の
は
夫
婦
が
引
き
裂
か
れ
て
い
る
悲
し
み
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て

い
る
と
い
う
点
で
違
い
が
見
ら
れ
る
。

 
続
く
六
朝
期
の
詩
に
は
、
築
城
の
様
子
が
詠
じ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
よ

う
だ
。
管
見
の
及
ん
だ
例
は
二
例
、
「
築
城
」
の
語
釈
に
引
い
た
飽
照
の
場
合
は
比
喩
で

あ
る
し
、
階
の
揚
帝
の
「
飲
馬
長
城
窟
行
」
(
『
楽
府
詩
集
』
巻
三
八
)
に
は
「
万
里
何
所

行
、
横
漠
築
長
城
」
(
万
里
 
何
の
行
く
所
ぞ
、
漠
を
横
ぎ
り
て
 
長
城
を
築
く
)
の
句

が
見
え
る
が
、
詩
に
歌
わ
れ
る
の
は
、
長
城
建
設
で
は
な
く
旅
の
苦
労
で
あ
る
。

 
唐
に
入
っ
て
、
築
城
の
様
子
が
し
ば
し
ば
詩
に
詠
じ
ら
れ
始
め
る
。
こ
れ
ら
は
主
に
四

つ
に
大
別
で
き
る
よ
う
だ
。
以
下
、
初
盛
唐
と
大
暦
期
の
詩
人
の
作
で
、
代
表
的
な
も
の

を
挙
げ
て
み
よ
う
。
便
宜
上
、
(
 
)
の
中
に
『
全
唐
詩
』
の
巻
数
の
み
を
記
す
。

①
辺
塞
詩
や
従
軍
詩
の
一
部
と
し
て
築
城
を
詠
み
込
む
も
の
1
王
宏
「
従
軍
行
」
(
三
八
)

 
・
楊
畑
「
広
生
新
」
(
五
〇
)
・
崔
提
(
蔭
子
の
作
と
も
い
う
)
「
大
約
行
」
(
五
四
)
.
 

 
酪
賓
王
「
辺
夜
追
懐
」
(
七
九
)
・
脚
長
卿
「
平
蕃
曲
三
首
」
其
一
(
一
四
八
)
.
 
李
白

 
「
戦
城
南
」
(
一
六
二
)
・
杜
甫
「
前
出
塞
九
首
」
其
七
(
二
一
八
)
.
 
三
朔
「
塞
下
曲
」

 
(
二
八
三
)
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②
秦
の
長
城
建
設
を
批
判
す
る
も
の
i
王
臣
競
「
北
使
長
城
」
(
六
七
)
・
沈
倥
期
「
成
陽

 
覧
古
」
(
九
六
)
・
王
翰
「
飲
馬
長
城
窟
行
」
(
一
五
六
)

③
築
城
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
を
主
題
と
す
る
も
の
一
杜
甫
「
滝
関
吏
」
(
二
一
七
)
・
顧

 
況
「
上
古
隠
隠
補
亡
訓
傳
十
三
章
・
築
城
二
章
」
(
二
六
八
)

④
そ
の
他
-
李
嬌
「
奉
使
築
朔
方
六
州
城
率
爾
而
作
」
(
五
七
)

 
以
上
の
中
で
、
①
に
属
す
る
も
の
が
最
も
多
い
が
、
築
城
の
扱
い
方
の
軽
重
は
様
々
で
、

か
な
り
重
要
な
も
の
も
あ
れ
ば
(
王
宏
「
従
軍
行
」
な
ど
)
、
非
常
に
軽
い
も
の
も
あ
る

(
劉
長
卿
「
平
蕃
曲
」
な
ど
)
。

 
注
目
さ
れ
る
の
は
、
②
に
分
類
し
た
王
翰
の
「
飲
馬
長
城
雲
行
」
で
あ
る
。
『
全
唐
詩
』

の
注
に
よ
れ
ば
詩
題
を
】
に
「
古
長
城
吟
」
に
作
る
と
い
う
。
長
城
の
近
く
を
通
り
か
か

り
、
そ
こ
に
あ
る
白
骨
に
つ
い
て
故
老
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
秦
の
始
皇
帝
の
時
代
に
長
城

を
築
か
さ
れ
た
人
々
の
も
の
だ
と
の
答
え
で
あ
る
と
い
う
場
面
か
ら
、
亡
霊
た
ち
が
怨
み

の
声
を
挙
げ
る
描
写
に
入
る
。
そ
し
て
「
富
国
強
兵
二
十
年
、
治
産
興
径
九
千
里
」
云
々

と
い
う
句
が
見
え
て
い
る
。

 
こ
れ
は
、
語
り
手
が
長
城
に
通
り
か
か
る
と
い
う
設
定
を
陳
琳
の
「
飲
馬
長
城
窟
行
」

に
な
ら
い
、
築
城
で
死
ん
だ
人
民
た
ち
の
苦
し
み
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
主
題
と
し
て

は
、
「
秦
王
築
城
何
太
愚
、
天
実
亡
秦
非
四
穴
」
の
句
が
あ
る
よ
う
に
、
始
皇
帝
の
悪
政

へ
の
批
判
が
中
心
と
な
っ
た
詠
史
的
な
作
品
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
始
皇
帝

の
頃
に
時
代
設
定
を
し
て
い
て
も
、
そ
れ
を
借
り
て
当
時
の
こ
と
を
批
判
す
る
の
は
大
い

に
あ
り
う
る
こ
と
だ
が
、
遠
い
過
去
の
築
城
を
詠
ず
る
た
め
、
亡
霊
の
口
を
借
り
て
怨
み

を
述
べ
る
こ
と
に
な
り
、
長
城
建
設
の
重
労
働
そ
の
も
の
が
描
か
れ
た
張
籍
の
「
築
城
詞
」

と
は
、
異
な
っ
た
趣
を
持
つ
。

 
③
の
中
で
は
、
張
籍
に
先
行
す
る
重
要
な
作
品
と
し
て
、
敬
愛
し
た
杜
甫
の
「
三
関
吏
」

も
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
の
詩
は
「
士
卒
御
草
草
、
築
城
撞
皇
道
」
と
歌
い
起
こ
さ
れ
、
堅

固
な
城
壁
を
築
い
て
安
心
す
る
溝
關
の
吏
と
、
そ
れ
に
不
安
を
感
じ
る
杜
甫
の
姿
が
詠
じ

ら
れ
て
い
る
。
築
城
の
苦
労
が
中
心
で
は
な
い
が
、
同
時
代
の
築
城
の
こ
と
を
詠
じ
た
も

の
で
あ
る
。

 
ま
た
、
③
に
分
類
さ
れ
る
作
品
に
は
、
【
半
解
】
に
も
触
れ
た
顧
況
の
「
築
城
二
章
」

が
あ
る
。
こ
れ
は
序
に
「
築
城
、
刺
臨
戎
也
。
寺
人
臨
戎
、
以
墓
縛
為
城
壁
」
と
い
う
よ

う
に
、
築
城
と
い
う
行
為
を
通
じ
て
宙
官
の
用
兵
を
批
判
し
た
も
の
で
あ
り
、
築
城
の
苦

労
が
中
心
で
は
な
い
。

 
④
に
分
類
し
た
李
嬌
の
作
は
変
わ
り
種
で
、
詩
題
に
「
奉
使
無
心
方
六
州
城
、
率
爾
而

作
」
と
い
う
よ
う
に
、
実
際
に
築
城
の
役
人
に
な
っ
た
経
験
が
語
ら
れ
て
い
る
。

 
同
時
期
の
詩
人
の
作
で
は
、
①
に
分
類
さ
れ
る
も
の
に
、
王
建
の
「
涼
州
詞
」
(
二
九

八
)
・
「
飲
馬
長
慧
智
行
」
(
二
九
八
)
や
首
罪
の
「
平
城
下
」
(
三
九
三
)
、
挑
合
の
「
塞

下
汐
」
(
五
〇
二
)
な
ど
が
あ
る
。
張
籍
自
身
の
「
漁
陽
将
」
(
三
八
四
)
も
、
こ
れ
に
含

ま
れ
よ
う
。

 
②
に
分
類
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
野
寺
の
「
野
田
行
」
(
四
六
九
)
・
飽
溶
の
「
長
城
」

(
四
八
五
)
な
ど
が
あ
る
。
と
も
に
陳
琳
の
作
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
よ
う
で
、
凄
惨
で

荒
涼
と
し
た
情
景
が
描
か
れ
る
が
、
や
は
り
死
者
の
心
証
の
声
が
中
心
で
あ
り
、
作
業
の

苦
し
み
が
具
体
的
に
描
か
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

 
『
楽
府
詩
集
』
に
引
く
元
首
の
「
築
城
詞
」
(
四
一
八
)
は
、
③
に
分
類
さ
れ
よ
う
。

元
積
の
文
集
や
『
全
唐
詩
』
は
、
「
古
城
曲
五
解
」
と
題
し
、
「
楽
府
古
画
」
の
連
作
の
一

つ
で
あ
る
。
築
城
の
こ
と
に
も
触
れ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
長
城
を
築
い
て
異
民
族
の
侵
入

を
防
ぐ
こ
と
自
体
が
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
白
居
易
の
「
新
楽
府
五
十
首
」

の
中
の
「
仁
心
州
」
(
四
二
六
)
も
、
辺
境
守
備
政
策
を
テ
ー
マ
と
し
て
お
り
、
.
 
こ
こ
に

分
類
さ
れ
よ
う
。

 
こ
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
、
張
籍
は
、
長
城
建
設
の
苦
役
に
あ
え
ぐ
民
衆
の
姿
を
生
き

生
き
と
描
写
し
た
、
始
め
て
の
詩
人
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 
晩
唐
に
つ
い
て
も
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。
晩
唐
で
は
、
労
働
の
苦
労
を
歌
う
作
品
が

多
数
現
れ
る
。
【
題
解
】
に
も
引
い
た
劉
駕
の
「
築
台
詞
」
(
五
八
五
)
・
曹
鄭
の
「
築
城

三
首
」
(
五
九
二
)
、
『
楽
府
詩
集
』
に
収
め
る
陸
亀
蒙
の
「
築
城
詞
二
首
」
(
六
二
七
)
な

ど
、
程
度
の
差
は
あ
る
が
、
苛
酷
な
労
働
の
具
体
的
な
描
写
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、

先
の
分
類
の
②
に
属
す
る
も
の
に
三
宝
の
「
長
城
」
(
五
九
九
)
や
胡
曽
の
「
長
城
」
(
六

四
七
)
・
羅
鄭
の
「
長
城
」
(
六
五
四
)
・
蘇
抵
の
「
長
城
」
(
七
一
八
)
な
ど
が
あ
る
が
、

特
に
干
潰
や
蘇
極
の
作
で
は
、
民
衆
の
苦
労
の
様
子
が
具
体
的
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

 
諸
白
の
こ
の
詩
が
、
晩
唐
の
多
く
の
作
品
を
導
い
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
橘
)


